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(57)【要約】
【課題】曲面形状を有する表示領域において表示される
映像の表示品質が向上した液晶表示装置が提供される。
【解決手段】液晶表示装置は画素領域を有し、第１方向
にしたがって曲がった曲面形状を有する表示基板、前記
表示基板と対向し、前記表示基板と結合されて前記表示
基板と共に曲面形状を有する対向基板、及び前記表示基
板及び前記対向基板との間に配置された液晶層を含む。
画素領域の各々に複数のドメインが定義され、前記複数
のドメインの中の少なくとも２つのドメインにおいて前
記液晶層の液晶分子が配向される方向は互いに異なり、
前記複数のドメインは、前記第１方向と交差する第２方
向に配列される。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素領域を有し、第１方向にしたがって曲がった曲面形状を有する表示基板と、
　前記表示基板と対向し、前記表示基板と結合されて前記表示基板と共に曲面形状を有す
る対向基板と、
　前記表示基板及び前記対向基板の間に配置された液晶層と、を含み、
　前記複数の画素領域の各々に複数のドメインが定義され、前記複数のドメインの中の少
なくとも２つのドメインにおいて前記液晶層の液晶分子が配向される方向は、互いに異な
り、前記複数のドメインは、前記第１方向と交差する第２方向に配列されることを特徴と
する液晶表示装置。
【請求項２】
　前記表示基板は、映像が表示される表示領域を有し、前記表示領域は、前記第１方向に
したがって曲がった曲面形状を有することを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記第１方向は、前記第２方向と実質的に直交することを特徴とする請求項２に記載の
液晶表示装置。
【請求項４】
　前記表示基板は、前記複数の画素領域の各々に配置される画素電極を含み、
　前記対向基板は、前記画素電極と共に電界を形成する共通電極を含み、
　前記画素電極の一部は、前記第１及び第２方向から傾いた方向に延長され、前記複数の
ドメインを定義することを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記複数のドメインにおいて前記電界に応答して前記液晶分子が配向される配向方向は
、互いに異なることを特徴とする請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記画素電極は、
　前記複数の画素領域の各々の第１サブ画素領域に配置される第１サブ画素電極と、
　前記複数の画素領域の各々の第２サブ画素領域に配置される第２サブ画素電極と、を含
むことを特徴とする請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記表示基板は、
　前記第１サブ画素電極と電気的に連結されて前記第１サブ画素電極に第１データ信号を
伝送する第１データラインと、
　前記第２サブ画素電極と電気的に連結されて前記第２サブ画素電極に前記第１データ信
号と異なる第２データ信号を伝送する第２データラインをさらに含むことを特徴とする請
求項６に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記第１及び第２サブ画素領域の各々に前記第２方向に順次に配列された第１ドメイン
、第２ドメイン、第３ドメイン、及び第４ドメインが定義され、
　前記第１及び第２サブ画素電極の各々は、
　前記第１ドメインに位置し、前記第１及び第２方向から傾いた方向に延長された第１枝
部と、
　前記第２ドメインに位置し、前記第１及び第２方向から傾いた方向に延長された第２枝
部と、
　前記第３ドメインに位置し、前記第１及び第２方向から傾いた方向に延長された第３枝
部と、
　前記第４ドメインに位置し、前記第１及び第２方向から傾いた方向に延長された第４枝
部と、を含むことを特徴とする請求項６に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記第１枝部の中の少なくとも１つは、その他の枝部より幅が大きく、前記第２枝部の
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中の少なくとも１つは、その他の枝部より幅が大きく、前記第３枝部の中の少なくとも１
つは、その他の枝部より幅が大きく、前記第４枝部の中の少なくとも１つは、その他の枝
部より幅が大きいことを特徴とする請求項８に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記第１及び第２サブ画素電極の各々は、
　前記第１方向に延長されて前記第１及び第２枝部に連結され、前記第１ドメイン及び前
記第２ドメインの間に位置する第１横幹部と、
　前記第１方向に延長されて前記第３及び第４枝部に連結され、前記第３ドメイン及び前
記第４ドメインの間に位置する第２横幹部と、をさらに含むことを特徴とする請求項８に
記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記第１枝部は、前記第１横幹部に対して前記第２枝部と対称である形状を有し、前記
第３枝部は、前記第２横幹部に対して前記第４枝部と対称である形状を有することを特徴
とする請求項１０に記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　前記第１枝部及び前記第２枝部は、前記第１横幹部から遠くなるほど、幅が小さくなり
、前記第３枝部及び前記第４枝部は、前記第２横幹部から遠くなるほど、幅が小さくなる
ことを特徴とする請求項１０に記載の液晶表示装置。
【請求項１３】
　前記第１及び第２サブ画素電極の各々は、
　前記第２ドメイン及び前記第３ドメインの間に配置されて前記第２枝部及び前記第３枝
部を連結するドメイン連結部をさらに含むことを特徴とする請求項８に記載の液晶表示装
置。
【請求項１４】
　前記ドメイン連結部は、前記第２ドメイン及び前記第３ドメインの間の境界領域の中央
に位置することを特徴とする請求項１３に記載の液晶表示装置。
【請求項１５】
　前記ドメイン連結部は、前記第２ドメイン及び前記第３ドメインの間の境界領域のエッ
ジの各々に位置することを特徴とする請求項１３に記載の液晶表示装置。
【請求項１６】
　前記第２枝部、前記ドメイン連結部及び前記第３枝部は、ジグザグ形状に連結されるこ
とを特徴とする請求項１３に記載の液晶表示装置。
【請求項１７】
　前記ドメイン連結部及び前記第２枝部が連結される角度の範囲は、６０°乃至１２０°
であり、前記ドメイン連結部及び前記第３枝部が連結される角度の範囲は、６０°乃至１
２０°であることを特徴とする請求項１６に記載の液晶表示装置。
【請求項１８】
　前記ドメイン連結部によって互いに連結される前記第２及び第３枝部は、互いに同一の
方向に延長されたことを特徴とする請求項１７に記載の液晶表示装置。
【請求項１９】
　前記第１及び第２サブ画素電極の各々は、
　前記第２方向に延長され、前記第１枝部、前記第２枝部、及び前記第１横幹部と連結さ
れる第１縦幹部と、
　前記第２方向に延長され、前記第３枝部、前記第４枝部、及び前記第２横幹部と連結さ
れる第２縦幹部と、をさらに含むことを特徴とする請求項１０に記載の液晶表示装置。
【請求項２０】
　前記第１縦幹部は、前記第１枝部のエッジ及び前記第２枝部のエッジに連結され、前記
第２縦幹部は、前記第３枝部のエッジ及び前記第４枝部のエッジに連結されることを特徴
とする請求項１９に記載の液晶表示装置。
【請求項２１】
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　前記第１縦幹部は、前記第１枝部のエッジ及び前記第２枝部のエッジから離隔されて前
記第１及び第２枝部に連結され、前記第２縦幹部は、前記第３枝部のエッジ及び前記第４
枝部のエッジから離隔されて前記第３及び第４枝部に連結されることを特徴とする請求項
１９に記載の液晶表示装置。
【請求項２２】
　前記第１縦幹部の一側に配置された前記第１枝部が延長された方向は、前記第１縦幹部
の他側に配置された前記第１枝部の延長された方向と異なり、前記第１縦幹部の一側に配
置された前記第２枝部が延長された方向は、前記第１縦幹部の他側に配置された前記第２
枝部の延長された方向と異なることを特徴とする請求項２１に記載の液晶表示装置。
【請求項２３】
　前記表示基板又は前記対向基板は、光を遮断する遮光部材をさらに含み、
　前記遮光部材は、前記第１枝部の中の他の枝部と異なる方向に延長された前記第１枝部
の一部分と重畳され、前記遮光部材は、前記第２枝部の中の他の枝部と異なる方向に延長
された前記第２枝部の一部分と重畳され、前記遮光部材は、前記第３枝部の中の他の枝部
と異なる方向に延長された前記第３枝部の一部分と重畳され、前記遮光部材は、前記第４
枝部の中の他の枝部と異なる方向に延長された前記第４枝部の一部分と重畳されることを
特徴とする請求項２２に記載の液晶表示装置。
【請求項２４】
　前記第１及び第２サブ画素電極の各々は、
　前記第１横幹部及び前記第１縦幹部が交差する位置及び前記第２横幹部及び前記第２縦
幹部が交差する位置の中の少なくともいずれか１つに配置される幹連結部をさらに含むこ
とを特徴とする請求項１９に記載の液晶表示装置。
【請求項２５】
　前記第１縦幹部及び前記第２縦幹部の中の少なくとも１つは、中央からエッジに近くな
るほど、幅が減少されることを特徴とする請求項１９に記載の液晶表示装置。
【請求項２６】
　前記第１横幹部は、前記第１縦幹部から遠くなるほど、幅が小さくなり、前記第２横幹
部は、前記第２縦幹部から遠くなるほど、幅が小さくなることを特徴とする請求項１０に
記載の液晶表示装置。
【請求項２７】
　前記第１及び第２サブ画素電極の各々は、
　前記第１方向に延長され、前記第２枝部のエッジを連結する第１枝連結部と、
　前記第１方向に延長され、前記第３枝部のエッジを連結する第２枝連結部と、をさらに
含むことを特徴とする請求項８に記載の液晶表示装置。
【請求項２８】
　前記第１枝部の各々が延長された方向は、前記第２枝部の各々が延長された方向と交差
し、前記第３枝部の各々が延長された方向は、前記第４枝部の各々が延長された方向と交
差することを特徴とする請求項８に記載の液晶表示装置。
【請求項２９】
　前記第１枝部の各々が延長された方向は、前記第３枝部の各々が延長された方向と交差
し、前記第２枝部の各々が延長された方向は、前記第４枝部の各々が延長された方向と交
差することを特徴とする請求項８に記載の液晶表示装置。
【請求項３０】
　前記第１枝部、前記第２枝部、前記第３枝部、及び前記第４枝部が延長された方向の各
々は、前記第１方向及び前記第２方向と４５°を形成することを特徴とする請求項２８又
は２９に記載の液晶表示装置。
【請求項３１】
　前記第１及び第２サブ画素電極の各々は、
　前記第１方向に延長された横幹部と、
　前記第２方向に延長された縦幹部と、
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　前記縦幹部と連結されるサブ枝部と、をさらに含み、
　前記第１乃至第４枝部の各々は、第１幅を有し、前記サブ枝部の各々は、前記第１幅よ
り小さい第２幅を有することを特徴とする請求項８に記載の液晶表示装置。
【請求項３２】
　前記第１及び第２サブ画素電極の各々は、
　各々が前記第２幅を有し、前記第１ドメインに位置し、各々の前記第１枝部が延長され
た方向に延長された第１サブ枝部と、
　各々が前記第２幅を有し、前記第２ドメインに位置し、各々の前記第２枝部が延長され
た方向に延長された第２サブ枝部と、
　各々が前記第２幅を有し、前記第３ドメインに位置し、各々の前記第３枝部が延長され
た方向に延長された第３サブ枝部と、
　各々が前記第２幅を有し、前記第４ドメインに位置し、各々の前記第４枝部が延長され
た方向に延長された第４サブ枝部と、をさらに含み、
　前記第１枝部の各々、前記第２枝部の各々、前記第３枝部の各々及び前記第４枝部の各
々は、前記第１幅を有することを特徴とする請求項３１に記載の液晶表示装置。
【請求項３３】
　前記横幹部は、
　前記第１及び第２枝部に連結され、前記第１ドメイン及び前記第２ドメインの間に位置
する第１横幹部と、
　前記第３及び第４枝部に連結され、前記第３ドメイン及び前記第４ドメインの間に位置
する第２横幹部と、を含み、
　前記縦幹部は、
　前記第１サブ枝部及び前記第２サブ枝部に連結される第１縦幹部と、
　前記第３サブ枝部及び前記第４サブ枝部に連結される第２縦幹部と、
を含むことを特徴とする請求項３２に記載の液晶表示装置。
【請求項３４】
　前記第１サブ枝部は、前記第１横幹部に対して前記第２サブ枝部と対称である形状を有
し、前記第３サブ枝部は、前記第２横幹部に対して前記第４サブ枝部と対称である形状を
有することを特徴とする請求項３３に記載の液晶表示装置。
【請求項３５】
　前記第１及び第２サブ画素電極の各々は、
　少なくとも一部分が前記第２幅を有し、前記第１ドメインに位置し、各々の前記第１枝
部が延長された方向に延長された第１サブ枝部と、
　少なくとも一部分が前記第２幅を有し、前記第２ドメインに位置し、各々の前記第２枝
部が延長された方向に延長された第２サブ枝部と、
　少なくとも一部分が前記第２幅を有し、前記第３ドメインに位置し、各々の前記第３枝
部が延長された方向に延長された第３サブ枝部と、
　少なくとも一部分が前記第２幅を有し、前記第４ドメインに位置し、各々の前記第４枝
部が延長された方向に延長された第４サブ枝部と、をさらに含み、
　前記第１枝部の各々、前記第２枝部の各々、前記第３枝部の各々及び前記第４枝部の各
々は、前記第１幅を有することを特徴とする請求項３１に記載の液晶表示装置。
【請求項３６】
　前記第１及び第２サブ画素電極の各々は、
　各々が前記第１幅より小さい幅を有し、前記第１ドメインに位置し、各々の前記第１枝
部が延長された方向に延長された第１サブ枝部と、
　各々が前記第１幅より小さい幅を有し、前記第２ドメインに位置し、各々の前記第２枝
部が延長された方向に延長された第２サブ枝部と、
　各々が前記第１幅より小さい幅を有し、前記第３ドメインに位置し、各々の前記第３枝
部が延長された方向に延長された第３サブ枝部と、
　各々が前記第１幅より小さい幅を有し、前記第４ドメインに位置し、各々の前記第４枝
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部が延長された方向に延長された第４サブ枝部と、をさらに含み、
　前記第１枝部の各々、前記第２枝部の各々、前記第３枝部の各々及び前記第４枝部の各
々は、前記第１幅を有し、
　前記第１サブ枝部各々の幅は、互いに異なり、前記第２サブ枝部各々の幅は、互いに異
なり、前記第３サブ枝部各々の幅は、互いに異なり、前記第３サブ枝部各々の幅は、互い
に異なり、前記第４サブ枝部各々の幅は、互いに異なることを特徴とする請求項３１に記
載の液晶表示装置。
【請求項３７】
　前記複数の画素領域の各々に前記複数のドメインから成される単位ドメイングループが
定義され、前記複数の画素領域に前記第１方向に配列されたドメインの中の少なくとも２
つのドメインにおいて前記液晶分子が配向される方向は、互いに異なることを特徴とする
請求項８に記載の液晶表示装置。
【請求項３８】
　前記第１ドメインにおいて前記液晶分子は前記電界に応答して第１配向方向に配向され
、前記第２ドメインにおいて前記液晶分子は前記電界に応答して第２配向方向に配向され
、前記第３ドメインにおいて前記液晶分子は前記電界に応答して第３配向方向に配向され
、前記第４ドメインにおいて前記液晶分子は前記電界に応答して第４配向方向に配向され
ることを特徴とする請求項３７に記載の液晶表示装置。
【請求項３９】
　前記第１乃至第４ドメインにおける液晶分子の配向方向は、互いに異なることを特徴と
する請求項３８に記載の液晶表示装置。
【請求項４０】
　前記複数の画素領域において前記単位ドメイングループが複数定義され、前記複数の単
位ドメイングループにおいて前記第１乃至第４ドメインが複数定義され、
　前記複数の第１乃至第４ドメインは、マトリックス形状に配列され、前記マトリックス
の行方向は、前記第１方向と並行し、前記マトリックスの列方向は、前記第２方向と並行
することを特徴とする請求項３７に記載の液晶表示装置。
【請求項４１】
　前記マトリックスのｎ行（ｎは自然数）において前記複数の第１ドメイン及び前記複数
の第３ドメインが互いに交互に配列されることを特徴とする請求項４０に記載の液晶表示
装置。
【請求項４２】
　前記マトリックスのｎ＋１行（ｎは自然数）において前記複数の第２ドメイン及び前記
複数の第４ドメインが互いに交互に配列されることを特徴とする請求項４１に記載の液晶
表示装置。
【請求項４３】
　前記複数の単位ドメイングループにおいて前記第１乃至第４ドメインが配列された順序
は、互いに同一であることを特徴とする請求項４２に記載の液晶表示装置。
【請求項４４】
　前記複数の単位ドメイングループの中の少なくとも２つにおいて前記第１乃至第４ドメ
インが配列された順序は、互いに異なることを特徴とする請求項４２に記載の液晶表示装
置。
【請求項４５】
　前記マトリックスのｎ行（ｎは自然数）において、順次に配列されたｍ個（ｍは２以上
の自然数）の前記第１ドメイン及び順次に配列されたｋ個（ｋは２以上の自然数）の前記
第３ドメインが交互に繰り返して配列されることを特徴とする請求項４０に記載の液晶表
示装置。
【請求項４６】
　前記マトリックスのｎ＋１行（ｎは自然数）において順次に配列されたｍ個（ｍは自然
数）の前記第２ドメイン及び順次に配列されたｋ個（ｋは２以上の自然数）の前記第４ド
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メインが交互に繰り返して配列されることを特徴とする請求項４５に記載の液晶表示装置
。
【請求項４７】
　前記単位ドメイングループは、前記第１及び第２サブ画素領域の各々に定義されること
を特徴とする請求項３７に記載の液晶表示装置。
【請求項４８】
　前記表示基板及び前記対向基板の中のいずれか１つに配置されて光を遮断する遮光層と
、
　前記表示基板及び前記対向基板との間に配置される複数のスペーサーと、をさらに含み
、
　前記遮光層及び前記複数のスペーサーは、前記第１サブ画素領域及び前記第２サブ画素
領域の間に定義される非画素領域に位置することを特徴とする請求項６に記載の液晶表示
装置。
【請求項４９】
　前記複数のスペーサーは、前記非画素領域において前記遮光層と重畳されることを特徴
とする請求項４８に記載の液晶表示装置。
【請求項５０】
　前記複数のスペーサーは、
　前記表示基板及び前記対向基板と接触するメーンスペーサーと、
　前記表示基板及び前記対向基板の中のいずれか１つに接触し、その他の１つと離隔され
るサブスペーサーと、を含むことを特徴とする請求項４９に記載の液晶表示装置。
【請求項５１】
　前記表示基板は、
　前記画素電極と離隔され、各々が前記共通電極と同一電位を形成する複数のシールディ
ング電極をさらに含むことを特徴とする請求項４９に記載の液晶表示装置。
【請求項５２】
　前記シールディング電極の各々は、前記第２方向に延長されたことを特徴とする請求項
５１に記載の液晶表示装置。
【請求項５３】
　前記表示基板は、
　前記画素電極と連結された少なくとも１つの薄膜トランジスターと、
　メーンスペーサーとサブスペーサーを含むカラムスペーサーと、をさらに含み、
　前記メーンスペーサーは、前記表示基板と前記対向基板との間のセルギャップを維持し
、前記サブスペーサーは、前記対向基板と所定間隔離隔されることを特徴とする請求項８
に記載の液晶表示装置。
【請求項５４】
　前記メーンスペーサー及び前記サブスペーサーは、前記複数の画素領域の各々において
前記薄膜トランジスターが形成された領域に提供されることを特徴とする請求項５３に記
載の液晶表示装置。
【請求項５５】
　前記表示基板は、前記複数の画素領域に対応して提供されたレッド、グリーン、及びブ
ルー色画素をさらに含み、
　前記ブルー色画素の厚さは、前記グリーン色画素及び前記レッド色画素の各々の厚さよ
り大きいことを特徴とする請求項５４に記載の液晶表示装置。
【請求項５６】
　前記メーンスペーサーは、前記ブルー色画素上に具備され、前記サブスペーサーは、前
記グリーン色画素及び前記レッド色画素の各々の上に具備されることを特徴とする請求項
５５に記載の液晶表示装置。
【請求項５７】
　前記メーンスペーサーは、前記サブスペーサーの高さより大きい高さを有することを特
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徴とする請求項５５に記載の液晶表示装置。
【請求項５８】
　前記メーンスペーサーは、前記サブスペーサーの幅以上の幅を有することを特徴とする
請求項５５に記載の液晶表示装置。
【請求項５９】
　前記薄膜トランジスターは、
　前記第１サブ画素電極に連結された第１薄膜トランジスターと、
　前記第２サブ画素電極に連結された第２薄膜トランジスターと、を含むことを特徴とす
る請求項５３に記載の液晶表示装置。
【請求項６０】
　Ｎ個の画素領域に具備される前記メーンスペーサーの個数は、前記Ｎ個の画素領域に具
備される前記サブスペーサーの個数より小さいことを特徴とする請求項５９に記載の液晶
表示装置。
【請求項６１】
　前記表示基板は、映像が表示される表示領域を有し、前記表示領域に対する前記カラム
スペーサーの前記表示基板との全体接触面積の比率は、０．９１４％以上であることを特
徴とする請求項５３に記載の液晶表示装置。
【請求項６２】
　前記表示基板は、前記液晶分子を傾くように配向させる第１配向膜を含み、
　前記対向基板は、前記液晶分子を傾くように配向させる第２配向膜を含むことを特徴と
する請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項６３】
　前記複数のドメインの各々において前記第１配向膜によって前記液晶分子が配向された
方向は、前記第２配向膜によって前記液晶分子が配向された方向と同一であることを特徴
とする請求項６２に記載の液晶表示装置。
【請求項６４】
　前記液晶分子は、ＳＶＡ（ｓｕｐｅｒ　ｖｅｒｔｉｃａｌ　ａｌｉｇｎｍｅｎｔ）モー
ドにより動作することを特徴とする請求項６２に記載の液晶表示装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示装置に係り、より詳しくは、曲面形状を有する液晶表示装置に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は平板表示装置の中の１つとして、ＴＶ、モニター、ノートブック型コン
ピューター、及び携帯電話端末等多様な装置に映像を表示する用途に使用されている。最
近では曲面形状を有する液晶表示装置が開発されており、前記曲面形状を有する液晶表示
装置は曲面の表示領域を提供して使用者に立体感、没入感、及び臨場感が向上した映像を
提供する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】米国特許第７，９８６，３９４号公報
【特許文献２】米国特許第７，８３４，９６２号公報
【特許文献３】米国特許公開第２０１１／００１３１２９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
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　本発明の目的は曲面形状を有する表示領域において表示される映像の表示品質が向上し
た液晶表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上述した本発明の目的を達成するために、本発明による液晶表示装置は表示基板、対向
基板、及び液晶層を含む。前記表示基板は複数の画素領域を有し、第１方向にしたがって
曲がった曲面形状を有する。前記対向基板は前記表示基板と対向し、前記対向基板は前記
表示基板と結合されて前記表示基板と共に曲面形状を有する。前記液晶層は前記表示基板
及び前記対向基板の間に配置される。
【０００６】
　また、前記複数の画素領域の各々に複数のドメインが定義され、前記複数のドメインの
中の少なくとも２つのドメインにおいて前記液晶層の液晶分子が配向される方向は互いに
異なる。前記複数のドメインは前記第１方向と交差する第２方向に配列される。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、液晶表示装置が曲面形状を有することにより表示基板及び対向基板の
間に誤整列が発生しても、液晶分子の下部配向方向と上部配向方向は、表示基板と対向基
板に各々配置された配向膜によって、同一に維持される。したがって、前記下部配向方向
及び前記上部配向方向が互いに異なることによって発生の恐れがある配向不良を防止でき
、その結果、前記配向不良によってドメインにおいて局部的に光の透過度が低下する現象
が防止されて液晶表示装置の表示品質が向上する。
【０００８】
　本発明の実施形態によれば、互いに隣接する２つのドメインに配置された２つの枝部が
ドメイン連結部によって連結され、前記２つの枝部及び前記２つの枝部の間に配置される
前記ドメイン連結部はジグザグ形状に連結されて前記ドメイン連結部によって前記２つの
枝部が緩い連結角度により連結されることが防止される。したがって、前記２つの枝部が
前記２つのドメインにおいて１つの枝部のように作用することが防止され、その結果、前
記２つのドメインにおいて液晶分子が配向される方向が明確に区分されて液晶表示装置の
表示品質が向上する。
【０００９】
　本発明の他の実施形態によれば、補助枝部の構造によって内部フリンジフィールドの強
さが強化され、その結果、前記内部フリンジフィールドの強さは前記内部フリンジフィー
ルドの方向と相反する方向に作用する外部電界の強さより大きくなる。したがって、ドメ
インにおいて前記外部電界より前記内部フリンジフィールドが優勢に作用するので、前記
ドメインにおいて前記内部フリンジフィールド及び前記外部電界が重畳しても、前記ドメ
インにおいて前記液晶分子が円滑に配向される。
【００１０】
　本発明の他の実施形態によりドメインを配列する場合に、視野方向によって表示される
映像の輝度が異なることが最小化される。したがって、表示領域の左側において視認され
る輝度及び右側において視認される輝度の間の差異が最少化されて、液晶表示装置の表示
品質が向上する。
【００１１】
　本発明の他の実施形態によれば、複数のスペーサーは遮光層と重畳されるので、前記遮
光層の厚さによって前記複数のスペーサー各々の厚さが減少する。したがって、前記複数
のスペーサー各々の厚さが減少することによって前記複数のスペーサー各々の底面の大き
さが減少し、前記複数のスペーサー各々の大きさが減少する。したがって、前記複数のス
ペーサーが非画素領域内に容易に位置でき、その結果、前記複数のスペーサーが画素領域
を侵して前記画素領域の開口率が減少することが防止される。
【００１２】
　本発明の他の実施形態によれば、カラムスペーサーが表示基板上に具備されることによ
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って、表示基板と対向基板との誤整列によって前記カラムスペーサーの位置変動によるセ
ルギャップが変化することを防止できる。このようにセルギャップ変化を防止することに
よって液晶表示装置の表示品質を改善できる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の一実施形態による液晶表示装置の斜視図である。
【図２】図１に示した液晶表示装置の平面図である。
【図３】図１に示した液晶表示装置の側面図である。
【図４】図１に示した液晶表示装置の画素を示す平面図である。
【図５】（Ａ）は、図４のＩ－Ｉ’により切断された面を示す断面図である。（Ｂ）は、
図４のＩＩ－ＩＩ’により切断された面を示す断面図である。
【図６】表示基板及び対向基板の間に形成された電界によって配向された液晶分子を示す
斜視図である。
【図７】表示基板及び対向基板の間に形成された電界によって配向された液晶分子を示す
斜視図である。
【図８】表示基板及び対向基板の間に形成された電界によって配向された液晶分子を示す
斜視図である。
【図９】表示基板及び対向基板の間に形成された電界によって配向された液晶分子を示す
斜視図である。
【図１０】画素領域に定義されるドメイン及び液晶分子の配向方向を示す図面である。
【図１１】本発明の第２の実施形態による液晶表示装置の画素を示す平面図である。
【図１２】図１１に示した画素のドメインを示す図面である。
【図１３】本発明の第３の実施形態による液晶表示装置の画素を示す平面図である。
【図１４】本発明の第４の実施形態による液晶表示装置の画素を示す平面図である。
【図１５】図１４に示した第１横幹部を拡大して示した図面である。
【図１６】本発明の第５の実施形態による液晶表示装置の画素を示す平面図である。
【図１７】本発明の第６の実施形態による液晶表示装置の画素を示す平面図である。
【図１８】図１７に示した第１縦幹部を拡大して示した図面である。
【図１９】本発明の第７の実施形態による液晶表示装置の第１サブ画素電極の部分平面図
である。
【図２０】本発明の第８の実施形態による液晶表示装置の画素を示す平面図である。
【図２１】本発明の第９の実施形態による液晶表示装置の画素を示す平面図である。
【図２２】本発明の第１０の実施形態による液晶表示装置の画素を示す平面図である。
【図２３】図２２に示した第１サブ画素電極の拡大図である。
【図２４】図２２に示した第２サブ画素電極の拡大図である。
【図２５】本発明の第１１の実施形態による液晶表示装置の画素を示す平面図である。
【図２６】本発明の第１２の実施形態による液晶表示装置の画素を示す平面図である。
【図２７】本発明の第１３の実施形態による液晶表示装置の画素を示す平面図である。
【図２８】図２７に示した第１サブ画素電極の一部を拡大した図面である。
【図２９】本発明の第１４の実施形態による液晶表示装置が有する第１サブ画素電極の一
部を拡大した図面である。
【図３０】本発明の第１５の実施形態による液晶表示装置が有する第１サブ画素電極の一
部を拡大した図面である。
【図３１】本発明の第１６の実施形態による液晶表示装置が有する画素電極の平面図であ
る。
【図３２】本発明の第１７の実施形態による複数の画素領域に定義されたドメインにおい
て液晶分子の配向方向を示す図面である。
【図３３】本発明の第１８の実施形態による複数の画素領域に定義されたドメインにおい
て液晶分子の配向方向を示す図面である。
【図３４】本発明の第１９の実施形態による複数の画素領域に定義されたドメインにおい
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て液晶分子の配向方向を示す図面である。
【図３５】本発明の第２０の実施形態による液晶表示装置の画素を示す平面図である。
【図３６】図３５のＩＶ－ＩＶ’により切断された面を示す断面図である。
【図３７】図３５のＶ－Ｖ’により切断された面を示す断面図である。
【図３８】図３５のＶＩ－ＶＩ’により切断された面を示す断面図である。
【図３９】本発明の第２１の実施形態による液晶表示装置において薄膜トランジスター、
色画素、及びスペーサーの位置関係を示した平面図である。
【図４０】図３９に示したＶＩＩ－ＶＩＩ’により切断された断面を示す図面である。
【図４１】カラムスペーサーの面積比にしたがうスミア（ｓｍｅａｒ）の関係を示したグ
ラフである。
【図４２】本発明の第２２の実施形態による液晶表示装置で薄膜トランジスター、色画素
、及びスペーサーの位置関係を示した平面図である。
【図４３】図４２に示した切断線ＶＩＩＩ－ＶＩＩＩ’により切断した断面図である。
【図４４】本発明の第２３の実施形態による液晶表示装置で薄膜トランジスター、色画素
、及びスペーサーの位置関係を示した平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、添付した図面を参照して本発明の実施形態を詳細に説明する。上記した本発明の
目的、特徴、及び効果は図面に関連した実施形態を通じて容易に理解され得る。但し、本
発明はここで説明する実施形態に限定されず、多様な形態に応用されて変形され得る。後
述する本発明の実施形態は本発明によって開示した技術思想をより明確にし、さらに本発
明が属する分野において平均的な知識を有する当業者に本発明の技術思想が十分に伝達さ
れるように提供される。したがって、本発明の範囲が後述する実施形態によって限定され
ると解釈されてはならない。また、下記の実施形態及び図面上において同一の参照番号は
同一の構成要素を示す。
【００１５】
　また、本明細書において‘第１’、‘第２’等の用語は限定的な意味ではなく、１つの
構成要素を他の構成要素と区別する目的に使用する。また、膜、領域、構成要素等の部分
が他の部分の‘上に’又は‘うえに’あるとする時、他の部分の直ちに上にある場合のみ
ならず、その中間に他の膜、領域、構成要素等が介在する場合も含む。
【００１６】
　図１は本発明の一実施形態による液晶表示装置の斜視図であり、図２は図１に示した液
晶表示装置の平面図であり、図３は図１に示した液晶表示装置の側面図である。
【００１７】
　図１乃至図３を参照すれば、液晶表示装置５００は映像が表示される表示領域ＤＡを有
し、液晶表示装置５００は曲面形状を有する。したがって、液晶表示装置５００は曲面形
状を有する表示領域ＤＡを利用して立体感、没入感、及び臨場感が向上した映像を表示で
きる。
【００１８】
　この実施形態においては、液晶表示装置５００は表示基板１００、対向基板３００、及
び液晶層（図５のＬＣ）を包含する。対向基板３００は表示基板１００に対向して表示基
板１００と結合され、前記液晶層は表示基板１００と対向基板３００との間に介在する。
【００１９】
　液晶表示装置５００は表示基板１００及び対向基板３００以外に他の構成要素をさらに
包含できるが、本発明は前記構成要素に限定されない。例えば、液晶表示装置５００は表
示基板１００及び対向基板３００側に光を出力するバックライトアセンブリー（図示せず
）をさらに包含できるが、本発明は前記バックライトアセンブリーの構造に限定されない
。
【００２０】
　この実施形態においては、液晶表示装置５００は第１方向Ｄ１にしたがって曲がった曲
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面形状を有する。これにより、表示基板１００の一部又は全部は前記第１方向Ｄ１にした
がって曲がった曲面形状を有し、表示領域ＤＡは第１方向Ｄ１にしたがって曲がった曲面
形状を有する。また、対向基板３００は表示基板１００と共に曲面形状を有する。
【００２１】
　一方、側面上において表示基板１００の曲面部分に第１ポイントＣＰ１を定義し、第１
ポイントＣＰ１を通る法線１０を定義し、対向基板３００に法線１０と交差する第２ポイ
ントＣＰ２を定義する。また、第１ポイントＣＰ１において使用者の視野方向と並行な視
線ライン１５を定義し、対向基板３００において視線ライン１５と交差する第３ポイント
ＣＰ３を定義する。この場合に、表示基板１００及び対向基板３００が曲面形状を有する
ので、対向基板３００において第２ポイントＣＰ２の位置は第３ポイントＣＰ３の位置と
異なる。
【００２２】
　上述したように、第２及び第３ポイントＣＰ２、ＣＰ３の位置が互いに一致しない現象
を表示基板１００及び対向基板３００の間の誤整列（ｍｉｓ－ａｌｉｇｎｍｅｎｔ）と定
義する。誤整列による表示領域ＤＡに表示される映像の表示品質の悪化を防ぐ液晶表示装
置５００の構造は、詳しく後述する。
【００２３】
　図４は図１に示した液晶表示装置５００の画素を示す平面図であり、図５（Ａ）は図４
のＩ－Ｉ’により切断された面を示す断面図であり、図５（Ｂ）は図４のＩＩ－ＩＩ’に
より切断された面を示す断面図である。
【００２４】
　液晶表示装置５００は複数の画素を含むが、図４においては前記複数の画素の中の１つ
の画素が配置される画素領域ＰＡを図示し、他の画素領域及び他の画素を省略する。また
、図４においては液晶表示装置５００の表示基板１００及び対向基板３００の中の表示基
板１００の構造が主に図示され、一方、対向基板３００の構造は図５（Ａ）及び図５（Ｂ
）に図示する。
【００２５】
　図４、図５（Ａ）、及び図５（Ｂ）を参照すれば、表示基板１００は第１ベース基板Ｓ
１、ゲートラインＧＬ、第１データラインＤＬ１、第２データラインＤＬ２、第１薄膜ト
ランジスターＴＲ１、第２薄膜トランジスターＴＲ２、画素電極ＰＥ、及び第１配向膜１
１０を含む。
【００２６】
　第１ベース基板Ｓ１はプラスチック基板のように光透過特性及びフレキシブル特性を有
する絶縁基板である。ゲートラインＧＬは第１ベース基板Ｓ１上に配置され、ゲートライ
ンＧＬは第１及び第２薄膜トランジスターＴＲ１、ＴＲ２と電気的に連結されて第１及び
第２薄膜トランジスターＴＲ１、ＴＲ２にゲート信号を伝送する。
【００２７】
　この実施形態においては、画素領域ＰＡは第１サブ画素領域ＰＡ１及び第２サブ画素領
域ＰＡ２を包含する。この場合に、画素電極ＰＥは第１サブ画素領域ＰＡ１に配置される
第１サブ画素電極ＰＥ１及び第２サブ画素領域ＰＡ２に配置される第２サブ画素電極ＰＥ
２を包含する。
【００２８】
　第１及び第２データラインＤＬ１、ＤＬ２はゲートラインＧＬと絶縁されて第１ベース
基板Ｓ１上に配置され、第１データラインＤＬ１は第１データ信号を伝送し、第２データ
ラインＤＬ２は第２データ信号を伝送する。この実施形態においては、第１データライン
ＤＬ１は第１及び第２サブ画素電極ＰＥ１、ＰＥ２の一側に沿って延長され、第２データ
ラインＤＬ２は前記第１及び第２サブ画素電極ＰＥ１、ＰＥ２の他側に沿って延長されて
第１及び第２データラインＤＬ１、ＤＬ２の間に第１及び第２サブ画素電極ＰＥ１、ＰＥ
２が位置する。
【００２９】
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　第１薄膜トランジスターＴＲ１はゲートラインＧＬ、第１データラインＤＬ１及び第１
サブ画素電極ＰＥ１と電気的に連結される。したがって、第１薄膜トランジスターＴＲ１
が前記ゲート信号によってターンオンされる場合に、前記第１データ信号が第１サブ画素
電極ＰＥ１側に提供される。
【００３０】
　第１薄膜トランジスターＴＲ１は第１ゲート電極ＧＥ１、第１アクティブパターンＡＰ
１、第１ソース電極ＳＥ１、及び第１ドレーン電極ＤＥ１を含む。第１ゲート電極ＧＥ１
はゲートラインＧＬから分岐され、第１アクティブパターンＡＰ１は第１絶縁膜Ｌ１を介
して第１ゲート電極ＧＥ１上に配置される。第１ソース電極ＳＥ１は第１データラインＤ
Ｌ１から分岐されて第１アクティブパターンＡＰ１と接続され、第１ドレーン電極ＤＥ１
は第１ソース電極ＳＥ１と離隔されて第１アクティブパターンＡＰ１と接続される。
【００３１】
　第２絶縁膜Ｌ２は第１薄膜トランジスターＴＲ１をカバーし、第３絶縁膜Ｌ３は第２絶
縁膜Ｌ２上に配置される。第１サブ画素電極ＰＥ１は第３絶縁膜Ｌ３上に配置され、第１
サブ画素電極ＰＥ１は第２及び第３絶縁膜Ｌ２、Ｌ３を貫通して形成されたコンタクトホ
ールを通じて第１ドレーン電極ＤＥ１と接続される。
【００３２】
　第２薄膜トランジスターＴＲ２はゲートラインＧＬ、第２データラインＤＬ２、及び第
２サブ画素電極ＰＥ２と電気的に連結される。したがって、第２薄膜トランジスターＴＲ
２が前記ゲート信号によってターンオンされる場合に、前記第２データ信号が第２サブ画
素電極ＰＥ２側に提供される。
【００３３】
　第２薄膜トランジスターＴＲ２は第２ゲート電極ＧＥ２、第２アクティブパターンＡＰ
２、第２ソース電極ＳＥ２、及び第２ドレーン電極ＤＥ２を含む。第２ゲート電極ＧＥ２
はゲートラインＧＬから分岐され、第２アクティブパターンＡＰ２は第１絶縁膜Ｌ１を介
して第２ゲート電極ＧＥ２上に配置される。第２ソース電極ＳＥ２は第２データラインＤ
Ｌ２から分岐されて第２アクティブパターンＡＰ２と接続され、第２ドレーン電極ＤＥ２
は第２ソース電極ＳＥ２と離隔されて第２アクティブパターンＡＰ２と接続される。
【００３４】
　第２サブ画素電極ＰＥ２は第３絶縁膜Ｌ３上に配置され、第２サブ画素電極ＰＥ２は第
２及び第３絶縁膜Ｌ２、Ｌ３を貫通して形成されたコンタクトホールを通じて第２ドレー
ン電極ＤＥ２と接続される。
【００３５】
　この実施形態においては、第１及び第２アクティブパターンＡＰ１、ＡＰ２の各々は非
晶質シリコン及び結晶質シリコンのような半導体物質を包含する。しかし、本発明は前記
半導体物質の種類に限定されない。例えば、他の実施形態においては第１及び第２アクテ
ィブパターンＡＰ１、ＡＰ２の各々はＩＧＺＯ、ＺｎＯ、ＳｎＯ２、Ｉｎ２Ｏ３、Ｚｎ２

ＳｎＯ４、Ｇｅ２Ｏ３、及びＨｆＯ２のような酸化物半導体（ｏｘｉｄｅ　ｓｅｍｉｃｏ
ｎｄｕｃｔｏｒ）を包含することもあり、ＧａＡｓ、ＧａＰ、及びＩｎＰのような化合物
半導体（ｃｏｍｐｏｕｎｄ　ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ）を包含することもあり得る。
【００３６】
　上述したように、この実施形態においては第１及び第２薄膜トランジスターＴＲ１、Ｔ
Ｒ２は前記ゲート信号によってターンオンされる。この場合に、第１薄膜トランジスター
ＴＲ１を通じて第１サブ画素電極ＰＥ１側に前記第１データ信号が提供され、第２薄膜ト
ランジスターＴＲ２を通じて第２サブ画素電極ＰＥ２側に前記第１データ信号と異なる前
記第２データ信号が提供される。したがって、第１及び第２サブ画素電極ＰＥ１、ＰＥ２
が互いに異なるデータ信号によって駆動されて、第１及び第２サブ画素領域ＰＡ１、ＰＡ
２において互いに異なる階調が表示される。
【００３７】
　第１配向膜１１０は画素電極ＰＥ上に配置されて液晶層ＬＣと接触する。表示基板１０
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０及び対向基板３００の間に電界が形成されない時、第１配向膜１１０は液晶層ＬＣが有
する液晶分子（図６乃至図９のＲＭ）を第１配向膜１１０に対して傾くように配向させる
。この場合に、第１配向膜１１０によって傾いて配向された前記液晶分子は前記電界によ
ってさらに傾いて表示基板１００に対して水平な方向に配向される。上述した前記液晶分
子の前記電界に対して動作するモードは、所謂ＳＶＡ（Ｓｕｐｅｒ　Ｖｅｒｔｉｃａｌ　
Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ）モードであり、この場合に、液晶表示装置５００が映像を表示する
応答速度（ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｔｉｍｅ）が向上する効果が発生する。
【００３８】
　対向基板３００は第２ベース基板Ｓ２、カラーフィルターＣＦ、遮光層ＢＭ、共通電極
ＣＥ、及び第２配向膜３１０を含む。第２ベース基板Ｓ２は光透過特性及びフレキシブル
特性を有する絶縁基板である。
【００３９】
　共通電極ＣＥは第２ベース基板Ｓ２上に配置されて画素電極ＰＥと共に液晶層ＬＣに作
用する電界を発生する。遮光層ＢＭはゲートラインＧＬ、第１及び第２データラインＤＬ
１、ＤＬ２、第１及び第２薄膜トランジスターＴＲ１、ＴＲ２の位置に対応して第２ベー
ス基板Ｓ２上に配置され、遮光層ＢＭは光を遮断する。また、カラーフィルターＣＦは第
２ベース基板Ｓ２上に配置されて液晶層ＬＣを透過した光をカラー光にフィルタリングす
る。
【００４０】
　この実施形態においては、遮光層ＢＭ及びカラーフィルターＣＦは第２ベース基板Ｓ２
上に配置されるが、本発明はこれに限定されない。例えば、他の実施形態においては遮光
層ＢＭ及びカラーフィルターＣＦの中の少なくとも１つは第１ベース基板Ｓ１上に配置さ
れることもあり得る。
【００４１】
　この実施形態においては、第１サブ画素電極ＰＥ１は第１横幹部ＨＳ１、第２横幹部Ｈ
Ｓ２、第１縦幹部ＶＳ１、第２縦幹部ＶＳ２及び第１乃至第４枝部Ｂ１、Ｂ２、Ｂ３、Ｂ
４を含む。
【００４２】
　第１縦幹部ＶＳ１は第１横幹部ＨＳ１、第１枝部Ｂ１のエッジ、及び第２枝部Ｂ２のエ
ッジに連結され、第２縦幹部ＶＳ２は第２横幹部ＨＳ２、第３枝部Ｂ３のエッジ、及び第
４枝部Ｂ４のエッジに連結される。この実施形態においては、第１及び第２縦幹部ＶＳ１
、ＶＳ２の各々は第２方向Ｄ２に延長され、第２方向Ｄ２は液晶表示装置５００が曲面を
なす第１方向Ｄ１と交差し、例えば、第２方向Ｄ２は第１方向Ｄ１と直交する。
【００４３】
　第１横幹部ＨＳ１は第１縦幹部ＶＳ１、第１枝部Ｂ１のエッジ、及び第２枝部Ｂ２のエ
ッジに連結される。この実施形態においては、第１横幹部ＨＳ１は第１方向Ｄ１に延長さ
れて第１縦幹部ＶＳ１の中央部分から分岐される。第１枝部Ｂ１は第１横幹部ＨＳ１に対
して第２枝部Ｂ２と対称である形状を有し、第１横幹部ＨＳ１は第１及び第２ドメイン（
図１０のＤＭ１、ＤＭ２）の間に位置する。
【００４４】
　第２横幹部ＨＳ２は第２縦幹部ＶＳ２、第３枝部Ｂ３のエッジ、及び第４枝部Ｂ４のエ
ッジに連結される。この実施形態においては、第２横幹部ＨＳ２は第１方向Ｄ１に延長さ
れて第２縦幹部ＶＳ２の中央部分から分岐される。第３枝部Ｂ３は第２横幹部ＨＳ２に対
して第４枝部Ｂ４と対称である形状を有し、第２横幹部ＨＳ２は第３及び第４ドメイン（
図１０のＤＭ３、ＤＭ４）の間に位置する。
【００４５】
　第１枝部Ｂ１の中の一部は第１横幹部ＨＳ１から分岐され、第１枝部Ｂ１の中の他の一
部は第１縦幹部ＶＳ１から分岐される。また、第１枝部Ｂ１の各々は第１方向Ｄ１及び第
２方向Ｄ２から傾いた第３方向Ｄ３に延長され、第１枝部Ｂ１は互いに離隔されて配列さ
れる。
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【００４６】
　第２枝部Ｂ２の中の一部は第１横幹部ＨＳ１から分岐され、第２枝部Ｂ２の中の他の一
部は第１縦幹部ＶＳ１から分岐される。また、第２枝部Ｂ２の各々は第１及び第２方向Ｄ
１、Ｄ２から傾いた第４方向Ｄ４に延長され、第２枝部Ｂ２は互いに離隔されて配列され
る。
【００４７】
　この実施形態において、第４方向Ｄ４は第３方向Ｄ３と交差する。例えば、第３及び第
４方向Ｄ３、Ｄ４は互いに直交し、第３及び第４方向Ｄ３、Ｄ４の各々は第１方向Ｄ１又
は第２方向Ｄ２と４５°を形成する。
【００４８】
　第３枝部Ｂ３の中の一部は第２横幹部ＨＳ２から分岐され、第３枝部Ｂ３の中の他の一
部は第２縦幹部ＶＳ２から分岐される。また、第３枝部Ｂ３の各々は第１及び第２方向Ｄ
１、Ｄ２と傾いた第５方向Ｄ５に延長され、第３枝部Ｂ３は互いに離隔されて配列される
。
【００４９】
　第４枝部Ｂ４の中の一部は第２横幹部ＨＳ２から分岐され、第４枝部Ｂ４の中の他の一
部は第２縦幹部ＶＳ２から分岐される。また、第４枝部Ｂ４の各々は第１及び第２方向Ｄ
１、Ｄ２と傾いた第６方向Ｄ６に延長され、第４枝部Ｂ４は互いに離隔されて配列される
。
【００５０】
　この実施形態において、第６方向Ｄ６は第５方向Ｄ５と交差する。例えば、第５及び第
６方向Ｄ５、Ｄ６は互いに直交し、第５及び第６方向Ｄ５、Ｄ６の各々は第１方向Ｄ１又
は第２方向Ｄ２と４５°を形成する。
【００５１】
　この実施形態においては、第２サブ画素電極ＰＥ２の大きさは第１サブ画素電極ＰＥ１
の大きさと異なるが、第２サブ画素電極ＰＥ２の形状は前記第１サブ画素電極ＰＥ１の形
状と類似している。
【００５２】
　第２サブ画素電極ＰＥ２は第３横幹部ＨＳ３、第４横幹部ＨＳ４、第３縦幹部ＶＳ３、
第４縦幹部ＶＳ４、及び第５乃至第８枝部Ｂ５、Ｂ６、Ｂ７、Ｂ８を含む。
【００５３】
　第３縦幹部ＶＳ３は第２方向Ｄ２に延長されて第３横幹部ＨＳ３、第５枝部Ｂ５のエッ
ジ、及び第６枝部Ｂ６のエッジに連結される。第４縦幹部ＶＳ４は第２方向Ｄ２に延長さ
れて第４横幹部ＨＳ４、第７枝部Ｂ７のエッジ、及び第８枝部Ｂ８のエッジに連結される
。
【００５４】
　第３横幹部ＨＳ３は第３縦幹部ＶＳ３から分岐されて第１方向Ｄ１に延長され、第４横
幹部ＨＳ４は第４縦幹部ＶＳ４から分岐されて第１方向Ｄ１に延長される。この実施形態
においては、第３横幹部ＨＳ３は第３縦幹部ＶＳ３の中央部分から分岐され、第４横幹部
ＨＳ４は第４縦幹部ＶＳ４の中央部分から分岐される。
【００５５】
　第５枝部Ｂ５の中の一部は第３横幹部ＨＳ３から分岐され、第５枝部Ｂ５の中の他の一
部は第３縦幹部ＶＳ３から分岐される。第５枝部Ｂ５の各々は第３方向Ｄ３に延長され、
第５枝部Ｂ５は互いに離隔されて配列される。
【００５６】
　第６枝部Ｂ６の中の一部は第３横幹部ＨＳ３から分岐され、第６枝部Ｂ６の中の他の一
部は第３縦幹部ＶＳ３から分岐される。第６枝部Ｂ６の各々は第４方向Ｄ４に延長され、
第６枝部Ｂ６は互いに離隔されて配列される。
【００５７】
　第７枝部Ｂ７の中の一部は第４横幹部ＨＳ４から分岐され、第７枝部Ｂ７の中の他の一
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部は第４縦幹部ＶＳ４から分岐される。第７枝部Ｂ７の各々は第５方向Ｄ５に延長され、
第７枝部Ｂ７は互いに離隔されて配列される。
【００５８】
　第８枝部Ｂ８の中の一部は第４横幹部ＨＳ４から分岐され、第８枝部Ｂ８の中の他の一
部は第４縦幹部ＶＳ４から分岐される。第８枝部Ｂ８の各々は第６方向Ｄ６に延長され、
第８枝部Ｂ８は互いに離隔されて配列される。
【００５９】
　一方、第１乃至第８枝部Ｂ１乃至Ｂ８が上述した構造を有する場合に、第１サブ画素領
域ＰＡ１に第１乃至第４ドメイン（図１０のＤＭ１乃至ＤＭ４）が定義され、第２サブ画
素領域ＰＡ２に第５乃至第８ドメイン（図１０のＤＭ５乃至ＤＭ８）が定義される。これ
に対しては、図６乃至図１０を参照してより詳細に説明する。
【００６０】
　また、上述したように、第１及び第２サブ画素領域ＰＡ１、ＰＡ２に第１乃至第８ドメ
インが定義される場合に、第１サブ画素電極ＰＥ１は第１ドメイン連結部ＬＰ１をさらに
含み、第２サブ画素電極ＰＥ２は第２ドメイン連結部ＬＰ２をさらに包含する。
【００６１】
　第１ドメイン連結部ＬＰ１は前記第２ドメイン及び前記第３ドメインの間に配置されて
第２及び第３枝部Ｂ２、Ｂ３を連結し、第２ドメイン連結部ＬＰ２は前記第６ドメイン及
び前記第７ドメインの間に配置されて第６及び第７枝部Ｂ６、Ｂ７を連結する。この実施
形態においては、第１ドメイン連結部ＬＰ１は前記第２及び第３ドメインの間の境界領域
の中央に位置し、第２ドメイン連結部ＬＰ２は前記第６及び第７ドメインの間の境界領域
の中央に位置する。
【００６２】
　図６乃至図９は表示基板及び対向基板の間に形成された電界によって配向された液晶分
子を示す斜視図であり、図１０は画素領域に定義されるドメイン及び液晶分子の配向方向
を示す図面である。
【００６３】
　より詳細には、図６は電界によって第１枝部Ｂ１上に位置した液晶分子が配向された状
態を示す斜視図であり、図７は電界によって第２枝部Ｂ２上に位置した液晶分子が配向さ
れた状態を示す斜視図であり、図８は電界によって第３枝部Ｂ３上に位置した液晶分子が
配向された状態を示す斜視図であり、図９は電界によって第４枝部Ｂ４上に位置した液晶
分子が配向された状態を示す斜視図である。
【００６４】
　図６及び図１０を参照すれば、上述したように、第１枝部Ｂ１の各々は第３方向Ｄ３に
延長される。表示基板（図５（Ａ）の１００）及び対向基板（図５（Ａ）の３００）の間
に電界が形成されない時、液晶分子ＲＭの中の第１配向膜１１０に隣接するように配置さ
れた一部は第１配向膜１１０によって第１先傾斜角Ａ１（Ｐｒｅ－ｔｉｌｔ　ａｎｇｌｅ
、Ａ１）に傾いて配向され、液晶分子ＲＭの中の第２配向膜３１０に隣接するように配置
された一部は第２配向膜３１０によって第１先傾斜角Ａ１に傾いて配向される。
【００６５】
　この場合に、第１配向膜１１０によって液晶分子ＲＭが配向される方向を第１下部配向
方向ＬＤ１であると定義し、第２配向膜３１０によって液晶分子ＲＭが配向される方向を
第１上部配向方向ＵＤ１であると定義すれば、第１上部配向方向ＵＤ１及び第１下部配向
方向ＬＤ１は第３方向Ｄ３と並行する。即ち、第１下部配向方向ＬＤ１及び第１上部配向
方向ＵＤ１は互いに同一である。
【００６６】
　前記電界が形成されれば、前記電界に応答して液晶分子ＲＭがさらに傾いて第１枝部Ｂ
１と並行な前記第３方向Ｄ３に配向される。即ち、第１及び第２配向膜１１０、３１０に
よって先に傾いて（Ｐｒｅ－ｔｉｌｔ）配向された液晶分子ＲＭは前記電界によって第３
方向Ｄ３に一括的にさらに傾いて配向される。
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【００６７】
　一方、本発明の実施形態と異なり、第１上部配向方向ＵＤ１及び第１下部配向方向ＬＤ
１が互いに異なる場合に、第１及び第２配向膜１１０、３１０に隣接するように配置され
る液晶分子ＲＭが前記電界に応答して傾く方向が互いに相反し、この場合に、前記電界に
よって第３方向Ｄ３に最終的に配向される液晶分子ＲＭの個数が減少して配向不良が発生
する。しかし、本発明の実施形態においては、第１上部配向方向ＵＤ１及び第１下部配向
方向ＬＤ１が互いに同一であり、これにより前記電界に応答して液晶分子ＲＭが傾いて配
向される方向が互いに同一であるので、前記配向不良が発生しない。
【００６８】
　したがって、第１枝部Ｂ１によって液晶分子ＲＭが配向される領域を第１ドメインＤＭ
１として定義し、第１ドメインＤＭ１において前記電界によって液晶分子ＲＭが配向され
る方向を第１配向方向ＤＲ１であると定義すれば、第１ドメインＤＭ１における第１配向
方向ＤＲ１は第１下部配向方向ＬＤ１及び第１上部配向方向ＵＤ１の各々と同一の第３方
向Ｄ３として定義される。
【００６９】
　図７及び図１０を参照すれば、第２枝部Ｂ２の各々は第４方向Ｄ４に延長される。した
がって、前記電界が形成されない時、液晶分子ＲＭの中の第１配向膜１１０に隣接するよ
うに配置された一部は第１配向膜１１０によって第２先傾斜角Ａ２（Ｐｒｅ－ｔｉｌｔ　
ａｎｇｌｅ、Ａ２）に傾いて配向され、液晶分子ＲＭの中の第２配向膜３１０に隣接する
ように配置された一部は第２配向膜３１０によって第２先傾斜角Ａ２に傾いて配向される
。
【００７０】
　第１配向膜１１０によって液晶分子ＲＭが配向される方向を第２下部配向方向ＬＤ２で
あると定義し、前記第２配向膜３１０によって液晶分子ＲＭが配向される方向を第２上部
配向方向ＵＤ２であると定義すれば、第２下部配向方向ＬＤ２及び第２上部配向方向ＵＤ
２は第４方向Ｄ４と並行する。即ち、第２下部配向方向ＬＤ２及び第２上部配向方向ＵＤ
２は互いに同一である。
【００７１】
　前記電界が形成されれば、前記電界に応答して液晶分子ＲＭがさらに傾いて第２枝部Ｂ
２と並行な第４方向Ｄ４に配向される。したがって、第２上部配向方向ＵＤ２及び第２下
部配向方向ＬＤ２が互いに同一であり、前記電界に応答して液晶分子ＲＭが傾いて配向さ
れる方向が互いに同一であり、その結果、第２ドメインＤＭ２において第２液晶分子の配
向方向ＤＲ２は第２下部配向方向ＬＤ２及び第２上部配向方向ＵＤ２の各々と同一の第４
方向Ｄ３として定義される。
【００７２】
　図８及び図１０を参照すれば、第３枝部Ｂ３の各々は第５方向Ｄ５に延長される。した
がって、前記電界が形成されない時、液晶分子ＲＭの中の第１配向膜１１０に隣接するよ
うに配置された一部は第１配向膜１１０によって第３先傾斜角Ａ３（Ｐｒｅ－ｔｉｌｔａ
ｎｇｌｅ、Ａ３）に傾いて配向され、液晶分子ＲＭの中の第２配向膜３１０に隣接するよ
うに配置された一部は第２配向膜３１０によって第３先傾斜角Ａ３に傾いて配向される。
【００７３】
　第１配向膜１１０によって液晶分子ＲＭが配向される方向を第３下部配向方向ＬＤ３で
あると定義し、第２配向膜３１０によって液晶分子ＲＭが配向される方向を第３上部配向
方向ＵＤ３であると定義すれば、第３下部配向方向ＬＤ３及記第３上部配向方向ＵＤ３は
第５方向Ｄ５と互いに同一である。即ち、第３下部配向方向ＬＤ３及び第３上部配向方向
ＵＤ３は互いに同一である。
【００７４】
　前記電界が形成されれば、前記電界に応答して液晶分子ＲＭがさらに傾いて第３枝部Ｂ
３と並行な第５方向Ｄ５に配向される。したがって、第３上部配向方向ＵＤ３及び第３下
部配向方向ＬＤ３が互いに同一であり、前記電界に応答して液晶分子ＲＭが配向される方
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向が互いに同一であるので、第３ドメインＤＭ３において第３液晶分子の配向方向ＤＲ３
は第３下部配向方向ＬＤ３及び第３上部配向方向ＵＤ３の各々と同一である第５方向Ｄ３
として定義される。
【００７５】
　図９及び図１０を参照すれば、第４枝部Ｂ４の各々は第６方向Ｄ６に延長される。した
がって、前記電界が形成されない時、液晶分子ＲＭの中の第１配向膜１１０に隣接するよ
うに配置された一部は第１配向膜１１０によって第４先傾斜角Ａ４（Ｐｒｅ－ｔｉｌｔ　
ａｎｇｌｅ、Ａ４）に傾いて配向され、液晶分子ＲＭの中の第２配向膜３１０に隣接する
ように配置された一部は第２配向膜３１０によって第４先傾斜角Ａ４に傾いて配向される
。
【００７６】
　第１配向膜１１０によって液晶分子ＲＭが配向される方向を第４下部配向方向ＬＤ４で
あると定義し、第２配向膜３１０によって液晶分子ＲＭが配向される方向を第４上部配向
方向ＵＤ４であると定義すれば、第４下部配向方向ＬＤ４及び第４上部配向方向ＵＤ４は
第６方向Ｄ６に互いに同一である。即ち、第４下部配向方向ＬＤ４及び第４上部配向方向
ＵＤ４は互いに同一である。
【００７７】
　前記電界が形成されれば、前記電界によって液晶分子ＲＭがさらに傾いて第４枝部Ｂ４
と並行な第６方向Ｄ６に配向される。したがって、第４上部配向方向ＵＤ４及び第４下部
配向方向ＬＤ４が互いに同一であり、前記電界に応答して液晶分子ＲＭが配向される方向
が互いに同一であるので、第４ドメインＤＭ２において第４液晶分子の配向方向ＤＲ４は
第４下部配向方向ＬＤ４及び第４上部配向方向ＵＤ４の各々と同一の第６方向Ｄ３に定義
される。
【００７８】
　上述した内容を総合すれば、第１サブ画素領域ＰＡ１に第２方向Ｄ２に順次的に配列さ
れる第１乃至第４ドメインＤＭ１乃至ＤＭ４が定義され、第１乃至第４ドメインＤＭ１乃
至ＤＭ４において前記電界に応答して前記液晶分子が配向される配向方向は全て異なる。
したがって、第１サブ画素領域ＰＡ１に対する視野範囲が拡大される。また、前記電界が
形成されない場合に、第１乃至第４ドメインＤＭ１乃至ＤＭ４の各々において第１配向膜
１１０によって液晶分子ＲＭが配向される方向は第２配向膜３１０によって液晶分子ＲＭ
が配向される方向と同一であるので、第１乃至第４ドメインＤＭ１乃至ＤＭ４において前
記配向不良が発生しない。
【００７９】
　上述した第１サブ画素領域ＰＡ１と同様に、第２サブ画素領域ＰＡ２は第２方向Ｄ２に
順次的に配列される第５乃至第８ドメインＤＭ５乃至ＤＭ８を有し、第５乃至第８ドメイ
ンＤＭ５乃至ＤＭ８において前記電界に応答して前記液晶分子が配向される配向方向は全
て異なる。また、前記電界が形成されない場合に、第５乃至第８ドメインＤＭ５乃至ＤＭ
８の各々において第１配向膜１１０によって液晶分子ＲＭが配向される方向は第２配向膜
３１０によって液晶分子ＲＭが配向される方向と同一であるので、第５乃至第８ドメイン
ＤＭ５乃至ＤＭ８において前記配向不良が発生しない。
【００８０】
　上述した特徴を有する第１乃至第８ドメインＤＭ１乃至ＤＭ８が第１及び第２サブ画素
領域ＰＡ１、ＰＡ２に定義される場合に、発生する効果を第１及び第２ドメインＤＭ１、
ＤＭ２を例として説明すれば、次の通りである。
【００８１】
　図３、図６、及び図１０を参照すれば、上述したように、液晶表示装置５００が第１方
向Ｄ１にしたがって曲がった曲面形状を有することによって表示基板１００及び対向基板
３００との間に誤整列が発生しうる。この場合に、前記誤整列によって表示基板１００及
び対向基板３００の間に第１長さＬｆだけ整列が外れることがあり得る。
【００８２】
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　しかし、本発明の実施形態においては、第１乃至第８ドメインＤＭ１乃至ＤＭ８は第１
方向Ｄ１と垂直である第２方向Ｄ２に配列されるので、前記誤整列によって第１ドメイン
ＤＭ１において配向不良が発生しない。
【００８３】
　より詳細には、表示基板１００に配置された第１配向膜１１０によって液晶分子ＲＭが
配向された領域を下部配向領域ＡＲ１として定義し、対向基板３００に配置された第２配
向膜３１０によって液晶分子ＲＭが配向された領域を上部配向領域ＡＲ２として定義する
時、上述したように、下部配向領域ＡＲ１において液晶分子ＲＭは第１下部配向方向ＬＤ
１に配向され、上部配向領域ＡＲ２において液晶分子ＲＭは第１上部配向方向ＵＤ１に配
向される。この場合に、前記誤整列が発生して対向基板３００が第１長さＬｆだけシフト
すれば、下部配向領域ＡＲ１の位置は第１ドメインＤＭ１の位置と一致することがあり得
るが、上部配向領域ＡＲ２の位置は前記第１ドメインＤＭ１の位置から第１方向Ｄ１に第
１長さＬｆだけシフトされる。
【００８４】
　本発明の実施形態においては、対向基板３００がシフトされて下部配向領域ＡＲ１の位
置が上部配向領域ＡＲ２の位置と部分的に一致しなくとも、第１ドメインＤＭ１において
下部配向領域ＡＲ１は上部配向領域ＡＲ２と重畳される。即ち、第１ドメインＤＭ１にお
いて下部配向領域ＡＲ１は上部配向領域ＡＲ２と異なる方向に配向された他の上部配向領
域と重畳されない。
【００８５】
　したがって、本発明の実施形態においては第１ドメインＤＭ１において互いに異なる方
向に配向された上部配向領域及び下部配向領域が重畳されることによって発生する前記配
向不良が発生せず、その結果、前記配向不良によって第１ドメインＤＭ１において局部的
に光の透過度が低下する現象が発生しない。
【００８６】
　以下、本発明の第２の実施形態による第１及び第２サブ画素電極の構造を説明すれば、
次の通りである。
【００８７】
　図１１、図１２の説明において、先に説明した構成要素に対しては図面符号を併記し、
前記構成要素に対する重複する説明は省略する。
【００８８】
　図１１及び図１２を参照すれば、図４に示した第１サブ画素電極（図４のＰＥ１）と異
なり、この実施形態においては第１サブ画素電極ＰＥ１＿１の第２枝部Ｂ２’の各々は第
６方向Ｄ６に延長され、第４枝部Ｂ４’の各々は第４方向Ｄ４に延長される。また、第２
サブ画素電極ＰＥ２＿１の第６枝部Ｂ６’の各々は第６方向Ｄ６に延長され、第８枝部Ｂ
８’の各々は第４方向Ｄ４に延長される。
【００８９】
　その結果、第１ドメインＤＭ１において第３方向Ｄ３に並べた第１液晶分子の配向方向
ＤＲ１が定義され、第２ドメインＤＭ２において第６方向Ｄ６に並べた第２液晶分子の配
向方向ＤＲ２が定義され、第３ドメインＤＭ３において第５方向Ｄ５に並べた第３液晶分
子の配向方向ＤＲ３が定義され、第４ドメインＤＭ４において第４方向Ｄ４に並べた第４
液晶分子の配向方向ＤＲ４が定義される。したがって、第１乃至第４ドメインＤＭ１乃至
ＤＭ４において互いに異なる第１乃至第４液晶分子の配向方向ＤＲ１、ＤＲ２、ＤＲ３、
ＤＲ４が定義される。
【００９０】
　図１３は本発明の第３の実施形態による液晶表示装置５０２の画素を示す平面図である
。図１３の説明において、先に説明した構成要素に対しては図面符号を併記し、前記構成
要素に対する重複する説明は省略する。
【００９１】
　図１３を参照すれば、この実施形態においては第１サブ画素電極ＰＥ１＿２は第１幹連
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結部ＳＰ１及び第２幹連結部ＳＰ２を含み、第２サブ画素電極ＰＥ２＿２は第３幹連結部
ＳＰ３及び第４幹連結部ＳＰ４を含む。第１乃至第４幹連結部ＳＰ１乃至ＳＰ４は互いに
類似な構造を有するので、第１幹連結部ＳＰ１を例として説明し、第２乃至第４幹連結部
ＳＰ２乃至ＳＰ４の構造に対する説明は省略する。
【００９２】
　この実施形態においては、第１幹連結部ＳＰ１は第１縦幹部ＶＳ１及び第１横幹部ＨＳ
１が交差する位置に配置され、第１幹連結部ＳＰ１は第１縦幹部ＶＳ１及び第１横幹部Ｈ
Ｓ１と連結される。この実施形態において第１幹連結部ＳＰ１は三角形の形状の部分を有
す。
【００９３】
　この実施形態と異なり、第１サブ画素電極ＰＥ１＿２において第１幹連結部ＳＰ１が省
略された場合に、第１縦幹部ＶＳ１及び第１横幹部ＨＳ１との間の角度が９０°になって
、第１縦幹部ＶＳ１及び前記第１横幹部ＨＳ１が交差する位置に形成される第１フリンジ
フィールドの強さが増加する。この場合に、前記第１フリンジフィールド及び前記第１フ
リンジフィールドの方向と反対方向に作用する第２フリンジフィールドが作用し第１及び
第２ドメイン（図１０のＤＭ１及びＤＭ２）において液晶分子の一部において配向不良が
発生し得る。しかし、この実施形態においては、第１幹連結部ＳＰ１によって第１縦幹部
ＶＳ１及び第１横幹部ＨＳ１との間の角度が９０°未満に減少して前記第１フリンジフィ
ールドの強さが減少し、その結果、前記第１フリンジフィールド及び前記第２フリンジフ
ィールドが反対になることが防止されて前記配向不良が防止される。
【００９４】
　図１４は本発明の第４の実施形態による液晶表示装置５０３の画素を示す平面図であり
、図１５は図１４に示した第１横幹部を拡大して示した図面である。図１４乃至図１５の
説明において、先に説明した構成要素に対しては図面符号を併記し、前記構成要素に対す
る重複する説明は省略する。
【００９５】
　図１４及び図１５を参照すれば、この実施形態においては第１サブ画素電極ＰＥ１＿３
は第１及び第２横幹部ＨＳ１’、ＨＳ２’を含み、第２サブ画素電極ＰＥ２＿３は第３及
び第４横幹部ＨＳ３’、ＨＳ４’を含む。第１乃至第４横幹部ＨＳ１’、ＨＳ２’、ＨＳ
３’、ＨＳ４’は互いに類似な構造を有するので、第１横幹部ＨＳ１’を例として説明す
る。
【００９６】
　この実施形態において、第１横幹部ＨＳ１’の幅は第１縦幹部ＶＳ１から遠くなるほど
、小さくなる。より詳細には、図１５に示したように、第１横幹部ＨＳ１’の第１幅Ｗ１
及び第２幅Ｗ２を定義する時、第１幅Ｗ１の大きさは第２幅Ｗ２の大きさより大きい。
【００９７】
　また、第１横幹部ＨＳ１’の中心を通る基準線ＬＴ１を定義し、第１横幹部ＨＳ１’の
エッジを通る第１補助線ＬＴ２及び前記第１横幹部ＨＳ１’の他のエッジを通る第２補助
線補助線ＬＴ３を定義すれば、基準線ＬＴ１及び第１補助線ＬＴ２の間の角度は０．５°
乃至２．０°であり、基準線ＬＴ１及び第２補助線ＬＴ２の間の角度は０．５°乃至２．
０°であり得る。
【００９８】
　一方、第１横幹部ＨＳ１’の幅が小さくなるほど、第１横幹部ＨＳ１’に作用するフリ
ンジフィールドの強さは増加する。したがって、上述したように、第１横幹部ＨＳ１’の
幅が第１縦幹部ＶＳ１から遠くなるほど、小さくなる場合に、フリンジフィールドの強さ
は第１及び第２ドメイン（図１０のＤＭ１、ＤＭ２）の各々の一側から他側に行くほど、
増加する。その結果、第１横幹部ＨＳ１’の両端部において互いに異なる方向に作用する
フリンジフィールドの強さが互いに同一になって、前記フリンジフィールドが前記第１及
び第２ドメインの各々の両側において相反して液晶分子の一部において配向不良の発生が
防止される。
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【００９９】
　図１６は本発明の第５の実施形態による液晶表示装置５０４の画素を示す平面図である
。図１６の説明において、先に説明した構成要素に対しては図面符号を併記し、前記構成
要素に対する重複する説明は省略する。
【０１００】
　図１６を参照すれば、この実施形態においては第１サブ画素電極ＰＥ１＿４は第１枝連
結部ＨＬ１、第２枝連結部ＨＬ２、第１ドメイン連結部ＬＰ１１、及び第２ドメイン連結
部ＬＰ１２を含み、第２サブ画素電極ＰＥ２＿４は第３枝連結部ＨＬ３、第４枝連結部Ｈ
Ｌ４、第３ドメイン連結部ＬＰ１３、及び第４ドメイン連結部ＬＰ１４を含む。
【０１０１】
　第１乃至第４枝連結部ＨＬ１乃至ＨＬ４は互いに類似な構造及び機能を有するので、第
１及び第２枝連結部ＨＬ１、ＨＬ２を例として説明する。また、第１及び第２ドメイン連
結部ＬＰ１１、ＬＰ１２は第３及び第４ドメイン連結部ＬＰ１３、ＬＰ１４と類似な構造
及び機能を有するので、第１及び第２ドメイン連結部ＬＰ１１、ＬＰ１２を例として説明
する。
【０１０２】
　第１及び第２枝連結部ＨＬ１、ＨＬ２の各々は第１方向Ｄ１に延長される。第１枝連結
部ＨＬ１は第２枝部Ｂ２のエッジを連結し、第２枝連結部ＨＬ２は第３枝部Ｂ３のエッジ
を連結する。その結果、第１枝連結部ＨＬ１によって第２枝部Ｂ２のエッジに作用するフ
リンジフィールドが第３ドメイン（図１０のＤＭ３）に作用することが防止され、第２枝
連結部ＨＬ２によって第３枝部Ｂ３のエッジに作用するフリンジフィールドが第２ドメイ
ン（図１０のＤＭ２）に作用することが防止される。したがって、第１及び第２枝連結部
ＨＬ１、ＨＬ２によって前記第２及び第３ドメインがより明確に区分される。
【０１０３】
　図４に示した実施形態においては第２枝部Ｂ２を第３枝部Ｂ３に連結するドメイン連結
部（図４のＬＰ１）は前記第２及び第３ドメインの間の境界領域の中央に位置するが、図
１６に示した実施形態においては第１及び第２ドメイン連結部ＬＰ１１、ＬＰ１２は前記
境界領域の両側に配置されて第２枝部Ｂ２を第３枝部Ｂ３に連結させる。
【０１０４】
　図１７は本発明の第６の実施形態による液晶表示装置５０５の画素を示す平面図であり
、図１８は図１７に示した第１縦幹部を拡大して示した図面である。図１７、図１８の説
明において、先に説明した構成要素に対しては図面符号を併記し、前記構成要素に対する
重複する説明は省略する。
【０１０５】
　図１７及び図１８を参照すれば、この実施形態においては第１サブ画素電極ＰＥ１＿５
は第１及び第２縦幹部ＶＳ１’、ＶＳ２’を含み、第２サブ画素電極ＰＥ２＿５は第３及
び第４縦幹部ＶＳ３’、ＶＳ４’を含む。第１乃至第４縦幹部ＶＳ１’乃至ＶＳ４’は互
いに類似な構造を有するので、第１縦幹部ＶＳ１’を例として説明する。
【０１０６】
　この実施形態において、第１縦幹部ＶＳ１’は中央からエッジに行くほど、その幅が減
少する。より詳細には、図１８に示したように、第１縦幹部ＶＳ１’の第１幅Ｗ１１及び
第２幅Ｗ１２を定義する時、第１幅Ｗ１１の大きさは第２幅Ｗ１２の大きさより大きい。
【０１０７】
　また、第１縦幹部ＶＳ１’の中心を通る基準線ＬＴ１１を定義し、第１縦幹部ＶＳ１’
のエッジを通る補助線ＬＴ１２を定義すれば、基準線ＬＴ１１及び補助線ＬＴ１２の間の
勾配は０．５°乃至２．０°であり得る。
【０１０８】
　一方、第１縦幹部ＶＳ１’の幅が小さくなるほど、第１縦幹部ＶＳ１’に作用するフリ
ンジフィールドの強さは増加する。したがって、第１縦幹部ＶＳ１’のエッジは第１ドメ
イン（図１０のＤＭ１）の一側と対応され、第１縦幹部ＶＳ１’の中央は前記第１ドメイ
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ンの他側と対応される場合に、第１縦幹部ＶＳ１’の幅が第１縦幹部ＶＳ１’の前記中央
から前記エッジに近くなるほど、小さくなるので、第１縦幹部ＶＳ１’に作用するフリン
ジフィールドの強さは前記第１ドメイン（図１０のＤＭ１）の前記他側から前記一側に近
くなるほど、増加する。その結果、第１縦幹部ＶＳ１’の両端部において互いに異なる方
向に作用するフリンジフィールドの強さが互いに同一になって、前記フリンジフィールド
が前記第１ドメインの両側において相反して液晶分子の一部において配向不良の発生が防
止される。
【０１０９】
　図１９は本発明の第７の実施形態による液晶表示装置５０６の第１サブ画素電極ＰＥ１
＿６の部分平面図である。図１９の説明において、先に説明した構成要素に対しては図面
符号を併記し、前記構成要素に対する重複する説明は省略する。
【０１１０】
　図１９を参照すれば、第１サブ画素電極ＰＥ１＿６は第１枝部Ｂ１’及び第２枝部Ｂ２
’を含む。この実施形態においては、第１枝部Ｂ１’の各々の幅は第１縦幹部ＶＳ１又は
第１横幹部ＨＳ１から遠くなるほど、減少し、第２枝部Ｂ２’の各々の幅は第１縦幹部Ｖ
Ｓ１又は第１横幹部ＨＳ１から遠くなるほど、減少する。第１枝部Ｂ１’の中の１つの第
１枝部Ｂ１’を例として説明すれば、次の通りである。
【０１１１】
　第１枝部Ｂ１’の第１幅Ｗ２１及び第２幅Ｗ２２を定義する時、第１幅Ｗ２１の大きさ
は第２幅Ｗ２２の大きさより大きい。また、第１枝部Ｂ１’のいずれか１つのエッジを通
る基準線ＬＴ１３を定義し、第１枝部Ｂ１’の他のエッジを通る補助線ＬＴ１４を定義す
れば、基準線ＬＴ１３及び補助線ＬＴ１４の間の勾配は０．１°乃至０．５°であり得る
。
【０１１２】
　一方、第１枝部Ｂ１’の幅が小さくなるほど、第１枝部Ｂ１’に作用するフリンジフィ
ールドの強さは増加する。したがって、第１枝部Ｂ１’が上述した構造を有する場合に、
第１枝部Ｂ１’に作用するフリンジフィールドの強さは第１ドメイン（図１０のＤＭ１）
の一側から他側に行くほど、増加する。その結果、第１枝部Ｂ１’の両端部において互い
に異なる方向に作用するフリンジフィールドの強さが互いに同一であって、前記フリンジ
フィールドが前記第１ドメインの両側において相反して液晶分子の一部において配向不良
の発生が防止される。
【０１１３】
　図２０は本発明の第８の実施形態による液晶表示装置５０７の画素を示す平面図である
。図２０の説明において、先に説明した構成要素に対しては図面符号を併記し、前記構成
要素に対する重複する説明は省略する。
【０１１４】
　図２０を参照すれば、この実施形態においては第１サブ画素電極ＰＥ１＿７は第１乃至
第４枝部Ｂ１、Ｂ２、Ｂ３、Ｂ４、及び第１乃至第４サブ枝部Ｂ１１、Ｂ１２、Ｂ１３、
Ｂ１４を含み、第２サブ画素電極ＰＥ２＿７は第５乃至第８枝部Ｂ５、Ｂ６、Ｂ７、Ｂ８
及び第５乃至第８サブ枝部Ｂ１５、Ｂ１６、Ｂ１７、及びＢ１８を含む。第１乃至第８サ
ブ枝部Ｂ１１乃至Ｂ１８は互いに類似の構造及び機能を有するので、１つの第１サブ枝部
Ｂ１１を例として説明すれば、次の通りである。
【０１１５】
　第１サブ枝部Ｂ１１の幅は第１枝部Ｂ１の各々の幅より大きくて、その結果、第１サブ
枝部Ｂ１１に作用する第１フリンジフィールドの強さは第１枝部Ｂ１の各々に作用する第
２フリンジフィールドの強さより小さい。したがって、第１ドメイン（図１０のＤＭ１）
に互いに隣接する２つの第１枝部Ｂ１の間に第１サブ枝部Ｂ１１が位置することによって
前記第１ドメインに作用するフリンジフィールドをエッジから中央に容易に誘導でき、こ
れによって前記第１ドメインにおいて前記フリンジフィールドの方向が明確に定義されな
いことによって発生する配向不良を防止できる。
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【０１１６】
　図２１は本発明の第９の実施形態による液晶表示装置５０８の画素を示す平面図である
。図２１の説明において、先に説明した構成要素に対しては図面符号を併記し、前記構成
要素に対する重複する説明は省略する。
【０１１７】
　図２１を参照すれば、液晶表示装置５０８は第１サブ画素電極ＰＥ１＿８、第２サブ画
素電極ＰＥ２＿８、及び第１乃至第４遮光部材ＢＭ１１、ＢＭ１２、ＢＭ１３、ＢＭ１４
を含む。一方、第１乃至第４遮光部材ＢＭ１１乃至ＢＭ１４は互いに類似な構造及び機能
を有するので、第１遮光部材ＢＭ１１を例として説明する。
【０１１８】
　この実施形態においては、第１縦幹部ＶＳ１は第１枝部Ｂ１のエッジ及び第２枝部Ｂ２
のエッジから離隔されて第１及び第２枝部Ｂ１、Ｂ２に連結され、第２縦幹部ＶＳ２は第
３枝部Ｂ３のエッジ及び第４枝部Ｂ４のエッジから離隔されて第３及び第４枝部Ｂ３、Ｂ
４に連結される。
【０１１９】
　この実施形態においては第１縦幹部ＶＳ１の一側に配置された第１枝部Ｂ１の一部は第
３方向Ｄ３に延長され、第１縦幹部ＶＳ１の他側に配置された第１枝部Ｂ１の一部は第４
方向Ｄ４に延長される。また、第１縦幹部ＶＳ１の一側に配置された第２枝部Ｂ２の一部
は第４方向Ｄ４に延長され、第１縦幹部ＶＳ１の他側に配置された第２枝部Ｂ１の一部は
第３方向Ｄ３に延長される。
【０１２０】
　一方、第１及び第２ドメイン（図１０のＤＭ１、ＤＭ２）において第１縦幹部ＶＳ１、
第１枝部Ｂ１及び第２枝部Ｂ２が上述した構造を有する場合に、上述したように、前記第
１及び第２ドメインの各々において第１及び第２枝部Ｂ１、Ｂ２が延長された方向に沿っ
て液晶分子の配向方向が定義される。したがって、前記第１及び第２ドメインの各々にお
いて第１縦幹部ＶＳ１を介して互いに交差する液晶分子の配向方向が定義され、この場合
に液晶表示装置５０８が第１方向Ｄ１に曲面形状を有する場合に、第１及び第２ドメイン
ＤＭ１、ＤＭ２の各々において部分的に配向異常が発生し得る。
【０１２１】
　したがって、この実施形態においては、第１遮光部材ＢＭ１１は第１枝部Ｂ１の中の第
４方向に延長された一部分と第２枝部Ｂ２の中の第３方向Ｄ３に延長された一部分と重畳
する。その結果、第１遮光部材ＤＭ１１は前記第１及び第２ドメインの各々において前記
配向異常が発生し得る部分を遮るので、液晶表示装置５０８において前記配向異常が視認
されない。
【０１２２】
　この実施形態においては、第１乃至第４遮光部材ＢＭ１１乃至ＢＭ１４の各々はブラッ
クマトリックスのような光を遮断する物質を包含でき、第１乃至第４遮光部材ＢＭ１１乃
至ＢＭ１４は液晶表示装置５０８の第２ベース基板（図５（Ａ）のＳ２）上に配置され、
他の実施形態においては第１乃至第４遮光部材ＢＭ１１乃至ＢＭ１４は液晶表示装置５０
８の第１ベース基板（図５（Ａ）のＳ１）上に配置される。
【０１２３】
　図２２は本発明の第１０の実施形態による液晶表示装置の画素を示す平面図である。図
２２の説明において、先に説明した構成要素に対しては図面符号を併記し、前記構成要素
に対する重複する説明は省略する。
【０１２４】
　図２２を参照すれば、液晶表示装置５１０は画素電極ＰＥ－１を含み、前記画素電極Ｐ
Ｅ－１は第１サブ画素電極ＰＥ１０及び第２サブ画素電極ＰＥ２０を含む。また、第１サ
ブ画素電極ＰＥ１０は第１ドメイン連結部ＬＰ２０を含み、第２サブ画素電極ＰＥ２０は
第２ドメイン連結部ＬＰ２１を含む。
【０１２５】
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　第１ドメイン連結部ＬＰ２０は第２ドメイン（図１０のＤＭ２）及び第３ドメイン（図
１０のＤＭ３）の間に配置され、第１ドメイン連結部ＬＰ２０の各々は第２及び第３枝部
Ｂ２、Ｂ３を互いに連結する。第２ドメイン連結部ＬＰ２１は第６ドメイン（図１０のＤ
Ｍ６）及び第７ドメイン（図１０のＤＭ７）の間に配置され、第２ドメイン連結部ＬＰ２
１の各々は第６枝部Ｂ６及び第７枝部Ｂ７を互いに連結する。この実施形態においては、
第１ドメイン連結部ＬＰ２０は前記第２及び第３ドメインの間の境界領域の中央に位置し
、第２ドメイン連結部ＬＰ２１は前記第６及び第７ドメインの間の境界領域の中央に位置
する。
【０１２６】
　図２３及び図２４を参照して第１ドメイン連結部ＬＰ２０及び第２ドメイン連結部ＬＰ
２１の構造に対してより詳細に説明すれば、次の通りである。
【０１２７】
　図２３は図２２に示した第１サブ画素電極の拡大図であり、図２４は図２２に示した第
２サブ画素電極の拡大図である。
【０１２８】
　図１０及び図２３を参照すれば、第１サブ画素電極ＰＥ１０は第１ドメイン連結部ＬＰ
２０を含み、この実施形態においては第１ドメイン連結部ＬＰ２０の個数は２つであり得
る。第１ドメイン連結部ＬＰ２０は互いに類似な構造を有するので、第１ドメイン連結部
ＬＰ２０の中の１つの第１ドメイン連結部ＬＰ２０の構造を例として説明する。
【０１２９】
　第１ドメイン連結部ＬＰ２０は第２枝部Ｂ２の中のいずれか１つを第３枝部Ｂ３の中の
いずれか１つに連結させる。説明の便宜上、第２枝部Ｂ２の中の第１ドメイン連結部ＬＰ
２０に連結されるいずれか１つを第１連結枝部Ｂ２－１１として定義し、第３枝部Ｂ３の
中の第１ドメイン連結部ＬＰ２０に連結されるいずれか１つを第２連結枝部Ｂ３－１１と
して定義すれば、第１ドメイン連結部ＬＰ２０の一端部は第１連結枝部Ｂ２－１１に連結
され、第１ドメイン連結部ＬＰ２０の他端部は第２連結枝部Ｂ３－１１に連結される。
【０１３０】
　第１ドメイン連結部ＬＰ２０は第１方向Ｄ１及び第２方向Ｄ２から傾いた方向に延長さ
れ、第１連結枝部Ｂ２－１１記第１ドメイン連結部ＬＰ２０、及び第２連結枝部Ｂ３－１
１はジグザグ形状に連結される。この実施形態においては、第１ドメイン連結部ＬＰ２０
及び前記第１連結枝部Ｂ２－１１の間の第１連結角度Ａ１１は６０°乃至１２０°であり
得、第１ドメイン連結部ＬＰ２０及び第２連結枝部Ｂ３－１１の間の第２連結角度Ａ１２
は６０°乃至１２０°であり得る。例えば、第１連結枝部Ｂ２－１１、第２連結枝部Ｂ３
－１１、及び第１ドメイン連結部ＬＰ２０の各々が延長された方向及び第１方向Ｄ１が形
成する鋭角が４５°である場合に、第１及び第２連結角度Ａ１１、Ａ１２の各々は９０°
であり得る。
【０１３１】
　第１連結枝部Ｂ２－１１、第１ドメイン連結部ＬＰ２０、及び第２連結枝部Ｂ３－１１
がジグザグ形状に連結される場合に、次のような効果が発生する。
【０１３２】
　先に図７及び図８を参照して説明したように、第２ドメインＤＭ２において共通電極（
図７のＣＥ）及び第１サブ画素電極ＰＥ１０との間に形成された電界に応答して液晶分子
（図７のＲＭ）が第２配向方向ＤＲ２に配向され、第３ドメインＤＭ３において前記電界
に応答して前記液晶分子は第３配向方向ＤＲ３に配向される。即ち、第２及び第３ドメイ
ンＤＭ２、ＤＭ３において前記電界に応答して前記液晶分子が配向される方向は互いに異
なり、第２及び第３ドメインＤＭ２、ＤＭ３において前記液晶分子は配向される方向が明
確に区分されるほど、液晶表示装置の表示品質が向上する。
【０１３３】
　本発明の実施形態と異なり、第１及び第２連結角度Ａ１１、Ａ１２の各々が１２０°を
超過して１３５°乃至１８０°である場合に、第１ドメイン連結部ＬＰ２０が第１及び第
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２連結枝部Ｂ２－１１、Ｂ３－１１と緩い角度に連結され、これにより第１ドメイン連結
部ＬＰ２０を通じて直接的に連結される第１及び第２連結枝部Ｂ２－１１、Ｂ３－１１は
第２ドメインＤＭ２から前記第３ドメインＤＭ３側に延長された１つの枝部のように作用
する。その結果、第２及び第３ドメインＤＭ２、ＤＭ３を横切って１つの枝部のように作
用する第１及び第２連結枝部Ｂ２－１１、Ｂ３－１１によって第２及び第３ドメインＤＭ
２、ＤＭ３において前記液晶分子が配向される方向が明確に区分されず、したがって、第
１サブ画素領域ＰＡ１を有する前記液晶表示装置の表示品質が低下する。しかし、本発明
の実施形態においては、第１連結枝部Ｂ２－１１、第１ドメイン連結部ＬＰ２０、及び第
２連結枝部Ｂ３－１１はジグザグ形状に連結されるので、第１及び第２連結枝部Ｂ２－１
１、Ｂ３－１１が第２ドメインＤＭ２から第３ドメインＤＭ３側に延長された１つの枝部
のように作用することが防止される。
【０１３４】
　図１０及び図２４を参照すれば、第２サブ画素電極ＰＥ２０は第２ドメイン連結部ＬＰ
２１を含む。この実施形態においては、第２ドメイン連結部ＬＰ２１は第６ドメインＤＭ
６及び第７ドメインＤＭ７の間の境界領域の中央に位置し、前記第２ドメイン連結部ＬＰ
２１の個数は２つであり得る。
【０１３５】
　第２ドメイン連結部ＬＰ２１の中の１つの第２ドメイン連結部ＬＰ２１の構造を例とし
て説明すれば、第２ドメイン連結部ＬＰ２１は第６枝部Ｂ６の中のいずれか１つを第７枝
部Ｂ７の中のいずれか１つに連結させる。第６枝部Ｂ６の中の前記第２ドメイン連結部Ｌ
Ｐ２１に連結されるいずれか１つを第３連結枝部Ｂ６－１１と定義し、第７枝部Ｂ７の中
の第２ドメイン連結部ＬＰ２１に連結されるいずれか１つを第４連結枝部Ｂ７－１１と定
義すれば記第２ドメイン連結部ＬＰ２１の一端部は第３連結枝部Ｂ６－１１に連結され、
第２ドメイン連結部ＬＰ２１の他端部は第４連結枝部Ｂ７－１１に連結される。
【０１３６】
　第２ドメイン連結部ＬＰ２１は第１方向Ｄ１及び第２方向Ｄ２から傾いた方向に延長さ
れ、第３連結枝部Ｂ６－１１、第２ドメイン連結部ＬＰ２１及び第４連結枝部Ｂ７－１１
はジグザグ形状に連結される。先に図１５を参照して説明した第１及び第２連結角度（図
１５のＡ１１、Ａ１２）と同様に、この実施形態においては第３連結角度Ａ１３及び第４
連結角度Ａ１４の各々は６０°乃至１２０°であり得る。
【０１３７】
　一方、上述したように、第６ドメインＤＭ６及び第７ドメインＤＭ７にかけて第３連結
枝部Ｂ６－１１、第２ドメイン連結部ＬＰ２１、及び第４連結枝部Ｂ７－１１がジグザグ
形状に連結されるので、先に図２３を参照して説明したのと同様に、第３及び第４連結枝
部Ｂ６－１１、Ｂ７－１１が第６ドメインＤＭ６から前記第７ドメインＤＭ７側に延長さ
れた１つの枝部のように作用することが防止される。その結果、第６及び第７ドメインＤ
Ｍ６、ＤＭ７において前記液晶分子が配向される方向が明確に区分されて第２サブ画素領
域ＰＡ２を含む液晶表示装置の表示品質が向上する。
【０１３８】
　図２５は本発明の第１１の実施形態による液晶表示装置５１１の画素を示す平面図であ
る。図２５の説明において、先に説明した構成要素に対しては図面符号を併記し、前記構
成要素に対する重複する説明は省略する。
【０１３９】
　図２５を参照すれば、液晶表示装置５１１は第１サブ画素電極ＰＥ１１及び第２サブ画
素電極ＰＥ２１を含み、第１サブ画素電極ＰＥ１１は第１ドメイン連結部ＬＰ２２を含み
、第２サブ画素電極ＰＥ２１は第２ドメイン連結部ＬＰ２３を含む。第１ドメイン連結部
ＬＰ２２の形状及び機能は第２ドメイン連結部ＬＰ２３の形状及び機能と類似であるので
、第１ドメイン連結部ＬＰ２２の構造を例として説明すれば、次の通りである。
【０１４０】
　図２３に示した実施形態においては第１ドメイン連結部（図２３のＬＰ２０）は境界領
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域（図２３のＢＡ）の中央に配置されるが、図２５に示した実施形態においては第１ドメ
イン連結部ＬＰ２２は前記境界領域のエッジに一対一対応して位置する。
【０１４１】
　この実施形態においても先に図２３を参照して説明した実施形態と同様に、第１ドメイ
ン連結部ＬＰ２２の各々は第２枝部Ｂ２及び第３枝部Ｂ３とジグザグ形状に連結される。
したがって、第１ドメイン連結部ＬＰ２２によって第２枝部Ｂ２が配置されたドメイン及
び第３枝部Ｂ３が配置されたドメインにおいて液晶分子が配向される方向が明確に区分さ
れるので、液晶表示装置５１１の表示品質が向上する。
【０１４２】
　図２６は本発明の第１２の実施形態による液晶表示装置５１２の画素を示す平面図であ
る。図２６の説明において、先に説明した構成要素に対しては図面符号を併記し、前記構
成要素に対する重複する説明は省略する。
【０１４３】
　図２６を参照すれば、液晶表示装置５１２は第１サブ画素電極ＰＥ１２及び第２サブ画
素電極ＰＥ２２を含み、第１サブ画素電極ＰＥ１２は第１ドメイン連結部ＬＰ２４を含み
、第２サブ画素電極ＰＥ２２は第２ドメイン連結部ＬＰ２５を含む。
【０１４４】
　第１ドメイン連結部ＬＰ２４は第２及び第３ドメイン（図１０のＤＭ２及びＤＭ３）の
間の境界領域において一定のピッチにより互いに離隔されて配列され、第２ドメイン連結
部ＬＰ２５は第６及び第７ドメイン（図１０のＤＭ６、ＤＭ７）の間の境界領域において
一定のピッチにより互いに離隔されて配列される。
【０１４５】
　先に図２３を参照して説明した実施形態と同様に、この実施形態においては第１ドメイ
ン連結部ＬＰ２４の各々は第２枝部Ｂ２及び第３枝部Ｂ３とジグザグ形状に連結され、第
２ドメイン連結部ＬＰ２５の各々は第６枝部Ｂ６及び第７枝部Ｂ７とジグザグ形状に連結
される。したがって、第１ドメイン連結部ＬＰ２４によって前記第２枝部Ｂ２が配置され
たドメイン及び第３枝部Ｂ３が配置されたドメインにおいて液晶分子が配向される方向が
明確に区分され、第２ドメイン連結部ＬＰ２５によって第６枝部Ｂ６が配置されたドメイ
ン及び第７枝部Ｂ７が配置されたドメインにおいて液晶分子が配向される方向が明確に区
分されるので、液晶表示装置５１２の表示品質が向上する。
【０１４６】
　図２７は本発明の第１３の実施形態による液晶表示装置５１３の画素を示す平面図であ
る。図２７の説明において、先に説明した構成要素に対しては図面符号を併記し、前記構
成要素に対する重複する説明は省略する。
【０１４７】
　この実施形態においては、液晶表示装置５１３は画素電極ＰＥ－２を含み、画素電極Ｐ
Ｅ－２は第１サブ画素電極ＰＥ１３及び第２サブ画素電極ＰＥ２３を含む。
【０１４８】
　第１サブ画素電極ＰＥ１３は第１乃至第４枝部Ｂ１－１、Ｂ２－１、Ｂ３－１、Ｂ４－
１及び第１乃至第４サブ枝部Ｂ１－２、Ｂ２－２、Ｂ３－２、Ｂ４－２を含む。
【０１４９】
　第１縦幹部ＶＳ１は第１横幹部ＨＳ１、第１サブ枝部Ｂ１－２のエッジ、及び第２サブ
枝部Ｂ２－２のエッジに連結され、第２縦幹部ＶＳ２は第２横幹部ＨＳ２、第３サブ枝部
Ｂ３－２のエッジ、及び第４サブ枝部Ｂ４－２のエッジに連結される。この実施形態にお
いては、第１及び第２縦幹部ＶＳ１、ＶＳ２の各々は第２方向Ｄ２に延長され、第２方向
Ｄ２は液晶表示装置５１３が曲面をなす第１方向Ｄ１と交差し、例えば、第２方向Ｄ２は
第１方向Ｄ１と直交する。
【０１５０】
　この実施形態においては、第１サブ枝部Ｂ１－２は第１横幹部ＨＳ１に対して第２サブ
枝部Ｂ２－２と対称である形状を有し、第３サブ枝部Ｂ３－２は第２横幹部ＨＳ２に対し
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て第４サブ枝部Ｂ４－２と対称である形状を有する。
【０１５１】
　第１横幹部ＨＳ１は第１縦幹部ＶＳ１、第１枝部Ｂ１－１のエッジ、及び第２枝部Ｂ２
－１のエッジに連結される。この実施形態においては、第１横幹部ＨＳ１は第１方向Ｄ１
に延長されて第１縦幹部ＶＳ１の中央部分から分岐される。第１枝部Ｂ１－１は第１横幹
部ＨＳ１に対して第２枝部Ｂ２－１と対称である形状を有し、第１横幹部ＨＳ１は第１及
び第２ドメイン（図１０のＤＭ１、ＤＭ２）の間に位置する。
【０１５２】
　第２横幹部ＨＳ２は第２縦幹部ＶＳ２、第３枝部Ｂ３－１のエッジ及び第４枝部Ｂ４－
１のエッジに連結される。この実施形態においては、第２横幹部ＨＳ２は第１方向Ｄ１に
延長されて第２縦幹部ＶＳ２の中央部分から分岐される。第３枝部Ｂ３－１は第２横幹部
ＨＳ２に対して第４枝部Ｂ４－１と対称である形状を有し、第２横幹部ＨＳ２は第３及び
第４ドメイン（図１０のＤＭ３、ＤＭ４）の間に位置する。
【０１５３】
　第１枝部Ｂ１－１の各々と第１サブ枝部Ｂ１－２の各々は第１方向Ｄ１及び第２方向Ｄ
２から傾いた第３方向Ｄ３に延長される。第２枝部Ｂ２－１の各々と第２サブ枝部Ｂ２－
２の各々は第１及び第２方向Ｄ１、Ｄ２から傾いた第４方向Ｄ４に延長される。この実施
形態において、第４方向Ｄ４は前記第３方向Ｄ３と交差する。例えば、第３及び第４方向
Ｄ３、Ｄ４は互いに直交し、第３及び第４方向Ｄ３、Ｄ４の各々は第１方向Ｄ１又は第２
方向Ｄ２と４５°を形成する。
【０１５４】
　第３枝部Ｂ３－１の各々と第３サブ枝部Ｂ３－２の各々は第１及び第２方向Ｄ１、Ｄ２
から傾いた第５方向Ｄ５に延長される。第４枝部Ｂ４－１の各々と第４サブ枝部Ｂ４－２
の各々は第１及び第２方向Ｄ１、Ｄ２から傾いた第６方向Ｄ６に延長される。この実施形
態において、第６方向Ｄ６は第５方向Ｄ５と交差する。例えば、第５及び第６方向Ｄ５、
Ｄ６は互いに直交し、第５及び第６方向Ｄ５、Ｄ６の各々は第１方向Ｄ１又は前記第２方
向Ｄ２と４５°を形成する。
【０１５５】
　第２サブ画素電極ＰＥ２３は第３横幹部ＨＳ３、第４横幹部ＨＳ４、第３縦幹部ＶＳ３
、第４縦幹部ＶＳ４、第５乃至第８枝部Ｂ５－１、Ｂ６－１、Ｂ７－１、Ｂ８－１及び第
５乃至第８サブ枝部Ｂ５－２、Ｂ６－２、Ｂ７－２、Ｂ８－２を含む。
【０１５６】
　第３縦幹部ＶＳ３は第２方向Ｄ２に延長されて第３横幹部ＨＳ３、第５サブ枝部Ｂ５－
２のエッジ、及び第６サブ枝部Ｂ６－２のエッジに連結される。第４縦幹部ＶＳ４は第２
方向Ｄ２に延長されて第４横幹部ＨＳ４、第７サブ枝部Ｂ７－２のエッジ、及び第８サブ
枝部Ｂ８－２のエッジに連結される。
【０１５７】
　この実施形態においては、第５サブ枝部Ｂ５－２は第３横幹部ＨＳ３に対して第６サブ
枝部Ｂ６－２と対称である形状を有し、第７サブ枝部Ｂ７－２は第４横幹部ＨＳ４に対し
て第８サブ枝部Ｂ８－２と対称である形状を有する。
【０１５８】
　第３横幹部ＨＳ３は第３縦幹部ＶＳ３、第５枝部Ｂ５－１のエッジ、及び第６枝部Ｂ６
－１のエッジに連結される。この実施形態においては、第３横幹部ＨＳ３は第１方向Ｄ１
に延長されて第３縦幹部ＶＳ３の中央部分から分岐される。第５枝部Ｂ５－１は第３横幹
部ＨＳ３に対して第６枝部Ｂ６－１と対称である形状を有し、第３横幹部ＨＳ３は第５及
び第６ドメイン（図１０のＤＭ５及びＤＭ６）の間に位置する。
【０１５９】
　第４横幹部ＨＳ４は第４縦幹部ＶＳ４、第７枝部Ｂ７－１のエッジ、及び第８枝部Ｂ８
－１のエッジに連結される。この実施形態においては、第４横幹部ＨＳ４は第１方向Ｄ１
に延長されて第４縦幹部ＶＳ４の中央部分から分岐される。第７枝部Ｂ７－１は第４横幹
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部ＨＳ４に対して第８枝部Ｂ８－１と対称である形状を有し、第４横幹部ＨＳ４は第７及
び第８ドメイン（図１０のＤＭ７及びＤＭ８）の間に位置する。
【０１６０】
　第５枝部Ｂ５－１の各々と第５サブ枝部Ｂ５－２の各々は第３方向Ｄ３に延長され、第
６枝部Ｂ６－１の各々と第６サブ枝部Ｂ６－２の各々は第４方向Ｄ４に延長される。また
、第７枝部Ｂ７－１の各々と第７サブ枝部Ｂ７－２の各々は第５方向Ｄ５に延長され、第
８枝部Ｂ８－１の各々と第８サブ枝部Ｂ８－２の各々は第６方向Ｄ６に延長される。
【０１６１】
　図２８は図２７に示した第１サブ画素電極の一部を拡大した図面である。
【０１６２】
　図２８を参照すれば、第１サブ画素電極ＰＥ１３は第１縦幹部ＶＳ１、第１横幹部ＨＳ
１、第１枝部Ｂ１－１、及び第１サブ枝部Ｂ１－２を含む。第１枝部Ｂ１－１は第１横幹
部ＨＳ１に連結され、第１サブ枝部Ｂ１－２は第１縦幹部ＶＳ１に連結される。
【０１６３】
　第１枝部Ｂ１－１の各々が第１幅Ｗ１－１を有し、第１サブ枝部Ｂ１－２の各々が第２
幅Ｗ２－１を有すると定義する時、第２幅Ｗ２－１の大きさは第１幅Ｗ１－１の大きさよ
り小さい。この実施形態においては、第２幅Ｗ２－１の大きさは第１幅Ｗ１－１の大きさ
の３％乃至５０％であり得る。例えば、第１幅Ｗ１－１が３μｍである場合に、第２幅Ｗ
２－１は０．１０μｍ乃至１．５μｍであり得る。また、第１枝部Ｂ１－１及び第１サブ
枝部Ｂ１－２と同様に、第１サブ枝部Ｂ２－２の各々の幅は第２枝部Ｂ２－１の各々の幅
より小さい。
【０１６４】
　上述したように、第１サブ枝部Ｂ１－２の各々の幅が第１枝部Ｂ１－１の各々の幅より
小さい場合に、第１サブ枝部Ｂ１－２の中の互いに隣接する２つの第１サブ枝部の間の第
１間隔Ｌ１－１は第１枝部Ｂ１－１の中の互いに隣接する２つの第１枝部間の第２間隔Ｌ
２－１より大きい。したがって、第１サブ枝部Ｂ１－２の各々に作用するフリンジフィー
ルドの強さは第１枝部Ｂ１－１の各々に作用するフリンジフィールドの強さより大きくな
る。
【０１６５】
　また、第２サブ枝部Ｂ２－２の各々の幅が第２枝部Ｂ２－１の各々の幅より小さいので
、第２サブ枝部Ｂ２－２の中の互いに隣接する２つの第２サブ枝部の間の間隔は第２枝部
Ｂ２－１の中の互いに隣接する２つの第２枝部の間の間隔より大きい。したがって、第２
サブ枝部Ｂ２－２の各々に作用するフリンジフィールドの強さは第２枝部Ｂ２－１の各々
に作用するフリンジフィールドの強さより大きくなる。
【０１６６】
　第１枝部Ｂ１－１、第２枝部Ｂ２－１、第１サブ枝部Ｂ１－２、及び第２サブ枝部Ｂ２
－２によって発生して第１及び第２ドメイン（図１０のＤＭ１、ＤＭ２）の内側から第１
縦幹部ＶＳ１側に向かう電界を内部フリンジフィールドとして定義する。この場合に、上
述した第１及び第２サブ枝部Ｂ１－２、Ｂ２－２が有する構造により前記内部フリンジフ
ィールドの強さが増加する。その結果、前記第１及び第２ドメインの外側から第１縦幹部
ＶＳ１に向かう電界を外部電界として定義すれば、前記内部フリンジフィールドの強さは
前記外部電界の強さより大きくなる。
【０１６７】
　前記内部フリンジフィールドの強さが前記外部電界の強さより大きい場合に、次のよう
な効果がある。前記第１及び第２ドメインにおいて前記内部フリンジフィールドによって
液晶分子が配向される時、本発明の実施形態と異なり、前記内部フリンジフィールドの強
さが前記外部電界の強さと同一であるか、或いは前記外部電界の強さより小さい場合に、
前記内部フリンジフィールドの方向は前記外部電界の方向と互いに相反するので、前記内
部フリンジフィールド及び前記外部電界が重畳される部分において前記液晶分子の配向が
円滑ではないことがあり得る。しかし、上述した本発明の実施形態のように、第１及び第
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２サブ枝部Ｂ１－２、Ｂ２－２の構造を利用して前記内部フリンジフィールドの強さを強
化する場合に、前記内部フリンジフィールドの強さは前記外部電界の強さより大きくなり
、その結果、前記第１及び第２ドメインにおいて前記外部電界より前記内部フリンジフィ
ールドが優勢に作用するので、前記液晶分子は容易に配向される。
【０１６８】
　図２９は本発明の第１４の実施形態による液晶表示装置が有する第１サブ画素電極の一
部を拡大した図面である。図２９の説明において、先に説明した構成要素に対しては図面
符号を併記し、前記構成要素に対する重複する説明は省略する。
【０１６９】
　図２９を参照すれば、液晶表示装置の第１サブ画素電極ＰＥ１４は第１縦幹部ＶＳ１、
第１横幹部ＨＳ１、第１枝部Ｂ１－１、第２枝部Ｂ２－１、第１サブ枝部Ｂ１－２’、及
び第２サブ枝部Ｂ２－２’を含む。第１枝部Ｂ１－１は第１横幹部ＨＳ１に連結され、第
１サブ枝部Ｂ１－２’は第１縦幹部ＶＳ１に連結される。また、第２枝部Ｂ２－１は第１
横幹部ＨＳ１に連結され、第２サブ枝部Ｂ２－２’は第１縦幹部ＶＳ１に連結される。
【０１７０】
　第１及び第２サブ枝部Ｂ１－２’、Ｂ２－２’の中の第１サブ枝部Ｂ１－２’の構造を
例として説明すれば、次の通りである。この実施形態においては、第１サブ枝部Ｂ１－２
’の各々は第１部分Ｐ１及び第２部分Ｐ２を包含する。第１部分Ｐ１は第１縦幹部ＶＳ１
に連結され、第２部分Ｐ２は第１部分Ｐ１を介して第１縦幹部ＶＳ１に連結される。
【０１７１】
　第１部分Ｐ１が有する幅は第２部分Ｐ２が有する幅より小さい。この実施形態において
は第１部分Ｐ１が有する幅の大きさは第２部分Ｐ２が有する幅の大きさの３％乃至５０％
であり得る。また、第１部分Ｐ１の長さＬ３は第２部分Ｐ２の長さＬ４より小さいことが
あり得、例えば第１部分Ｐ１が有する長さＬ３は第２部分Ｐ２の長さＬ４の１０％乃至５
０％であり得る。
【０１７２】
　第１サブ枝部Ｂ１－２’の各々と第２サブ枝部Ｂ２－２’の各々が第２部分Ｐ２より小
さい幅を有する前記第１部分Ｐ１を包含するので、先に図２８を参照して説明した内部フ
リンジフィールドの強さが増加する。その結果、前記内部フリンジフィールドの強さは図
２８を参照して説明した外部電界の強さより大きいので、第１及び第２ドメイン（図１０
のＤＭ１、ＤＭ２）において前記外部電界より前記内部フリンジフィールドが優勢に作用
して液晶分子が容易に配向される。
【０１７３】
　図３０は本発明の第１５の実施形態による液晶表示装置が有する第１サブ画素電極の一
部を拡大した図面である。図３０の説明において、先に説明した構成要素に対しては図面
符号を併記し、前記構成要素に対する重複する説明は省略する。
【０１７４】
　図３０を参照すれば、液晶表示装置の第１サブ画素電極ＰＥ１５は第１枝部Ｂ１－１、
第２枝部Ｂ２－１、第１サブ枝部Ｂ１－２０、及び第２サブ枝部Ｂ２－２０を含む。第１
枝部Ｂ１－１は第１横幹部ＨＳ１に連結され、第１サブ枝部Ｂ１－２０は第１縦幹部ＶＳ
１に連結され、第２枝部Ｂ２－１は第１横幹部ＨＳ１に連結され、第２サブ枝部Ｂ２－２
０は第１縦幹部ＶＳ１に連結される。
【０１７５】
　第１及び第２サブ枝部Ｂ１－２０、Ｂ２－２０の中の第１サブ枝部Ｂ１－２０の構造を
例として説明すれば、次の通りである。この実施形態においては、第１サブ枝部Ｂ１－２
０は第１枝電極Ｂ１－２１、第２枝電極Ｂ１－２２、第３枝電極Ｂ１－２３、及び第４枝
電極Ｂ１－２４を含む。この実施形態においては、第１乃至第４枝電極Ｂ１－２１、Ｂ１
－２２、Ｂ１－２３、Ｂ１－２４は第１サブ画素電極ＰＥ１５の外側から内側に向かって
順次に配列される。
【０１７６】
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　この実施形態においては、第１サブ枝部Ｂ１－２０の各々の幅は第１枝部Ｂ１－１の各
々の幅より小さい。即ち、第１乃至第４枝電極Ｂ１－２１、Ｂ１－２２、Ｂ１－２３、Ｂ
１－２４の各々の幅は第１枝部Ｂ１－１の各々の幅より小さい。
【０１７７】
　また、第１サブ枝部Ｂ１－２０が有する幅は互いに異なる。この実施形態においては、
第１サブ枝部Ｂ１－２０の幅は第１サブ画素電極ＰＥ１５の外側に近いほど、小さくなり
、即ち第１枝電極Ｂ１－２１の幅は第２枝電極Ｂ１－２２の幅より小さく、第２枝電極Ｂ
１－２２の幅は第３枝電極Ｂ１－２３の幅より小さく、第３枝電極Ｂ１－２３の幅は第４
枝電極Ｂ１－２４の幅より小さい。
【０１７８】
　第１及び第２サブ枝部Ｂ１－２０、Ｂ２－２０が上述した構造を有する場合に、先に図
２８を参照して説明したように、第１サブ枝部Ｂ１－２０の各々の幅は第１枝部Ｂ１－１
の各々の幅より小さくて、第２サブ枝部Ｂ２－２０の各々の幅は第２枝部Ｂ２－１の各々
の幅より小さいので、先に図２８を参照して説明した内部フリンジフィールドの強さが増
加する。その結果、前記内部フリンジフィールドの強さは外部電界の強さより大きいので
、第１及び第２ドメイン（図１０のＤＭ１、ＤＭ２）において前記外部電界より前記内部
フリンジフィールドが優勢に作用して液晶分子が容易に配向される。
【０１７９】
　図３１は本発明の第１６の実施形態による液晶表示装置が有する画素電極の平面図であ
る。図３１の説明において、先に説明した構成要素に対しては図面符号を併記し、前記構
成要素に対する重複する説明は省略する。
【０１８０】
　図３１を参照すれば、液晶表示装置５１４は画素領域ＰＡに配置された画素電極ＰＥ－
３を含み、画素電極ＰＥ－３は第１サブ画素領域ＰＡ１に配置された第１サブ画素電極Ｐ
Ｅ１６及び第２サブ画素領域ＰＡ２に配置された第２サブ画素電極ＰＥ２６を含む。
【０１８１】
　この実施形態においては、第１サブ画素電極ＰＥ１６は第１サブ枝部Ｂ１－２、第２サ
ブ枝部Ｂ２－２、第３サブ枝部Ｂ３－２、及び第４サブ枝部Ｂ４－２を含み、第２サブ画
素電極ＰＥ２６は第５サブ枝部Ｂ５－２’、第６サブ枝部Ｂ６－２’、第７サブ枝部Ｂ７
－２’、及び第８サブ枝部Ｂ８－２’を含む。
【０１８２】
　先に図２８を参照して説明したように、第１枝部Ｂ１－１の各々が第１幅（図２８のＷ
１－１）を有し、第１サブ枝部Ｂ１－２の各々が前記第１幅より小さい第２幅（図２８の
Ｗ２－１）を有する。この実施形態においては第５枝部Ｂ５－１の各々の幅は前記第１幅
と同一であるが、第５サブ枝部Ｂ５－２’の各々の幅は前記第２幅より小さく、第６サブ
枝部Ｂ６－２’の各々の幅は前記第２幅より小さく、第７サブ枝部Ｂ７－２’の各々の幅
は前記第２幅より小さく、第８サブ枝部Ｂ８－２’の各々の幅は前記第２幅より小さい。
【０１８３】
　上述したように、第１サブ画素電極ＰＥ１６が有する第１乃至第４サブ枝部Ｂ１－２、
Ｂ２－２、Ｂ３－２、Ｂ４－２の各々の幅が第２サブ画素電極ＰＥ２６が有する第５乃至
第８サブ枝部Ｂ５－２’、Ｂ６－２’、Ｂ７－２’、Ｂ８－２’の各々の幅より小さい場
合に、第５乃至第８サブ枝部Ｂ５－２’、Ｂ６－２’、Ｂ７－２’、Ｂ８－２’によって
第５乃至第８ドメイン（図１０のＤＭ５乃至ＤＭ８）に作用する第２内部フリンジフィー
ルドが強化される程度は第１乃至第４サブ枝部Ｂ１－２、Ｂ２－２、Ｂ３－２、Ｂ４－２
によって第１乃至第４ドメイン（図１０のＤＭ１乃至ＤＭ４）に作用する第１内部フリン
ジフィールドが強化される程度より大きい。
【０１８４】
　したがって、上述したように、第５乃至第８サブ枝部Ｂ５－２’、Ｂ６－２’、Ｂ７－
２’、Ｂ８－２’の構造を利用して第２内部フリンジフィールドが強化される場合に、第
２サブ画素電極ＰＥ２６の大きさが第１サブ画素電極ＰＥ１６より大きくても、前記強化
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された前記第２内部フリンジフィールドを利用して第２サブ画素電極ＰＥ２６に対応して
配列された液晶分子を容易に配向させることができる。
【０１８５】
　図３２は本発明の第１７の実施形態による複数の画素領域に定義されたドメインにおい
て液晶分子の配向方向を示す図面である。
【０１８６】
　図３２を参照すれば、表示基板（図２の１００）の表示領域（図２のＤＡ）に定義され
た８つの画素領域が図示される。前記表示領域には前記８つの画素領域以外にさらに多い
画素領域が定義されるが、図３２においては前記８つの画素領域をその例として図示し、
他の画素領域は省略する。この実施形態においては前記８つの画素領域を第１乃至第８画
素領域ＰＡ１１乃至ＰＡ１８であると定義する。
【０１８７】
　先に上述したように、第１乃至第８画素領域ＰＡ１１乃至ＰＡ１８の各々は第１サブ画
素領域ＰＡ１及び第２サブ画素領域ＰＡ２を有し、説明の便宜上、第１及び第２サブ画素
領域ＰＡ１、ＰＡ２の各々に定義される第１乃至第４ドメインＤＭ１乃至ＤＭ４を単位ド
メイングループＵＤＭであると定義する。この場合に、第１乃至第８画素領域ＰＡ１１乃
至ＰＡ１８に単位ドメイングループＵＤＭが定義され、複数の単位ドメイングループＵＤ
Ｍの個数は１６個である。
【０１８８】
　また、図１０を参照して説明したことにより、複数の単位ドメイングループＵＤＭの各
々において第１乃至第４ドメインＤＭ１乃至ＤＭ４の液晶分子の配向方向は互いに異なり
、より詳細には、第１ドメインＤＭ１において液晶分子は第１配向方向ＤＲ１に配向され
、第２ドメインＤＭ２において液晶分子は第２配向方向ＤＲ２に配向され、第３ドメイン
ＤＭ３において液晶分子は第３配向方向ＤＲ３に配向され、第４ドメインＤＭ４において
液晶分子は第４配向方向ＤＲ４に配向される。
【０１８９】
　一方、第１乃至第８画素領域ＰＡ１１乃至ＰＡ１８において第１乃至第４ドメインＤＭ
１乃至ＤＭ４が複数に定義され、複数の第１乃至第４ドメインＤＭ１乃至ＤＭ４はマトリ
ックスの形状に配列される。前記マトリックスの行方向は第１方向Ｄ１と並行し、前記マ
トリックスの列方向は第２方向Ｄ２と並行し、その結果、前記マトリックスにおいて複数
の第１乃至第４ドメインＤＭ１乃至ＤＭ４は１６行及び４列に配列される。
【０１９０】
　以下、図３２に図示される実施形態において前記マトリックスにおいて複数の第１乃至
第４ドメインＤＭ１乃至ＤＭ４が配列される規則を説明すれば、次の通りである。
【０１９１】
　前記マトリックスにおいて前記行方向に配列されたドメインに属する少なくとも２つの
ドメインにおいて液晶分子の配向方向は互いに異なる。即ち、前記マトリックスにおいて
前記行方向に配列されたドメインにおいて液晶分子の配向方向は互いに同一でない。例え
ば、前記マトリックスの第１行には第１ドメインＤＭ１及び第３ドメインＤＭ３が交互に
配列され、前記マトリックスの第２行には第２ドメインＤＭ２及び第４ドメインＤＭ４が
交互に配列される。即ち、前記マトリックスの前記第１行又は前記第２行には第１乃至第
４ドメインＤＭ１、ＤＭ２、ＤＭ３、ＤＭ４の中のいずれか１つが一括的に配列されない
。
【０１９２】
　一方、上述した本発明の実施形態と異なり、前記行方向に配列されたすべてのドメイン
において液晶分子の配向方向が互いに同一である場合に、液晶分子の屈折率異方性は前記
表示基板に対する視野方向に沿って異なるので、表示基板（図２の１００）を基準に左側
において視認される輝度は右側において視認される輝度と異なる。しかし、この実施形態
のように、前記マトリックスにおいて上述した規則に複数の第１乃至第４ドメインＤＭ１
乃至ＤＭ４が配列される場合に、液晶分子の屈折率異方性が前記表示基板に対する視野方
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向に沿って変わることを最小化できる。したがって、前記表示基板（図２の１００）を基
準に左側において視認される輝度及び右側において視認される輝度の間の差異が最少化さ
れて、前記表示基板の表示品質が向上する。
【０１９３】
　また、図３２に示した実施形態においては複数の単位ドメイングループＵＤＭにおいて
第１乃至第４ドメインＤＭ１乃至ＤＭ４が配列された順序は互いに同一である。例えば、
前記マトリックスの１列において互いに隣接するように配列された２つの単位ドメイング
ループＵＤＭを参照すれば、前記２つの単位ドメイングループＵＤＭの各々において第２
方向（Ｄ２）に第１乃至第４ドメインＤＭ１、ＤＭ２、ＤＭ３、ＤＭ４が順次に配列され
る。
【０１９４】
　図３３は本発明の第１８の実施形態による複数の画素領域に定義されたドメインにおい
て液晶分子の配向方向を示す図面である。
【０１９５】
　図３２及び図３３を参照すれば、図３２に示した実施形態においてマトリックスの列方
向にドメインが配列される規則は図３３に示した実施形態においてマトリックスの列方向
にドメインが配列される規則と同一であるが、２つの実施形態においてマトリックスの行
方向にドメインが配列される規則は互いに異なる。図３３に示した実施形態においてマト
リックスの行方向にドメインが配列される規則を説明すれば、次の通りである。
【０１９６】
　この実施形態においては、マトリックスのｎ行（ｎは自然数）において順次に配列され
たｍ個（ｍは２以上の自然数）の第１ドメインＤＭ１及び順次に配列されたｋ個（ｋは２
以上の自然数）の第３ドメインＤＭ３が交互に繰り返して配列される。また、マトリック
スのｎ＋１行において順次に配列されたｍ個の第２ドメインＤＭ２及び順次に配列された
ｋ個の第４ドメインＤＭ４が交互に繰り返して配列される。
【０１９７】
　例えば、前記マトリックスの１行において２つの第１ドメインＤＭ１が配列され、その
次に２つの第３ドメインＤＭ３が配列される。図示しないが、前記２つの第３ドメインＤ
Ｍ３の次に他の２つの第１ドメインＤＭ１及び他の２つの第３ドメインＤＭ３が配列され
る。
【０１９８】
　また、前記マトリックスの２行において２つの第２ドメインＤＭ２が配列され、その次
に２つの第４ドメインＤＭ４が配列される。図示しないが、前記２つの第４ドメインＤＭ
４の次に他の２つの第２ドメインＤＭ２及び他の２つの第４ドメインＤＭ４が配列される
。
【０１９９】
　他の実施形態においては、前記マトリックスの１行において順次に配列された６つの第
１ドメインＤＭ１及び順次に配列された６つの第３ドメインＤＭ３が交互に繰り返して配
列され、前記マトリックスの第２行において順次に配列された６つの第２ドメインＤＭ２
及び順次に配列された６つの第４ドメインＤＭ４が交互に繰り返して配列される。
【０２００】
　図３４は本発明の第１９の実施形態による複数の画素領域に定義されたドメインにおい
て液晶分子の配向方向を示す図面である。
【０２０１】
　図３２及び図３４を参照すれば、図３２に示した実施形態においてマトリックスの行方
向にドメインが配列される規則は図３４に示した実施形態においてマトリックスの行方向
にドメインが配列される規則と同一であるが、２つの実施形態においてマトリックスの列
方向にドメインが配列される規則は互いに異なる。
【０２０２】
　より詳細には、図３２に示した実施形態においては複数の単位ドメイングループＵＤＭ
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において第１乃至第４ドメインＤＭ１乃至ＤＭ４が配列された順序は互いに同一であるが
、図３４に図示される実施形態においては複数の単位ドメイングループＵＤＭの中の少な
くとも２つにおいて第１乃至第４ドメインＤＭ１乃至ＤＭ４が配列された順序は互いに異
なる。
【０２０３】
　例えば、前記マトリックスの１列において互いに隣接するように配列された２つの単位
ドメイングループＵＤＭの中のいずれか１つにおいては第２方向Ｄ２に第１ドメインＤＭ
１、第２ドメインＤＭ２、第３ドメインＤＭ３、及び第４ドメインＤＭ４が順次に配列さ
れる。これと異なり、前記２つの単位ドメイングループＵＤＭの中の他の１つにおいては
第２方向Ｄ２に第３ドメインＤＭ３、第４ドメインＤＭ４、第１ドメインＤＭ１、及び第
２ドメインＤＭ２が順次に配列される。
【０２０４】
　図３５は本発明の第２０の実施形態による液晶表示装置５１５の画素を示す平面図であ
り、図３６は図３５のＩＶ－ＩＶ’により切断された面を示す断面図であり、図３７は図
３５のＶ－Ｖ’により切断された面を示す断面図であり、図３８は図３５のＶＩ－ＶＩ’
により切断された面を示す断面図である。
【０２０５】
　図３５乃至図３８を参照すれば、液晶表示装置５１５の表示基板１００－１は第１ベー
ス基板Ｓ１、ゲートラインＧＬ、第１データラインＤＬ１、第２データラインＤＬ２、第
１薄膜トランジスターＴＲ１、第２薄膜トランジスターＴＲ２、画素電極ＰＥ－４、カラ
ーフィルターＣＦ、第１配向膜１１０、第１シールディング電極ＳＣＥ１、及び第２シー
ルディング電極ＳＣＥ２を含む。
【０２０６】
　画素電極ＰＥ－４は第１サブ画素領域ＰＡ１に配置される第１サブ画素電極ＰＥ１７及
び第２サブ画素領域ＰＡ２に配置される第２サブ画素電極ＰＥ２７を含む。
【０２０７】
　カラーフィルターＣＦは第２絶縁膜Ｌ２上から液晶層ＬＣを透過する光経路上に位置し
て前記光をカラー光にフィルタリングする。第１サブ画素電極ＰＥ１７はカラーフィルタ
ーＣＦ上に配置され、第１サブ画素電極ＰＥ１７は第２絶縁膜Ｌ２及びカラーフィルター
ＣＦを貫通して形成されたコンタクトホールを通じて第１ドレーン電極ＤＥ１と接続され
る。
【０２０８】
　第２サブ画素電極ＰＥ２７はカラーフィルターＣＦ上に配置され、第２サブ画素電極Ｐ
Ｅ２７は第２絶縁膜Ｌ２及びカラーフィルターＣＦを貫通して形成されたコンタクトホー
ルを通じて第２ドレーン電極ＤＥ２と接続される。
【０２０９】
　第１及び第２シールディング電極ＳＣＥ１、ＳＣＥ２はインジウムすず酸化物（ｉｎｄ
ｉｕｍ　ｔｉｎ　ｏｘｉｄｅ）のような透明な導電材料を包含でき、第１及び第２シール
ディング電極ＳＣＥ１、ＳＣＥ２は第１及び第２サブ画素電極ＰＥ１７、ＰＥ２７と離隔
されて配置される。この実施形態においては、第１及び第２シールディング電極ＳＣＥ１
、ＳＣＥ２の各々は第２方向Ｄ２に延長され、第１及び第２シールディング電極ＳＣＥ１
、ＳＣＥ２は第１及び第２データラインＤＬ１、ＤＬ２と一対一対応して重畳され、第１
及び第２シールディング電極ＳＣＥ１、ＳＣＥ２の間に画素電極ＰＥ－４が配置される。
第１及び第２シールディング電極ＳＣＥ１、ＳＣＥ２の機能に対しては後述する。
【０２１０】
　液晶表示装置５１５の対向基板３００－１は遮光層ＢＭを含み、遮光層ＢＭは第１サブ
画素領域ＰＡ１及び第２サブ画素領域ＰＡ２の間に位置する非画素領域Ｎ－ＰＡに位置す
る。
【０２１１】
　液晶表示装置５１５は表示基板１００－１及び対向基板３００－１の間に配置される複
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数のスペーサーを包含する。この実施形態においては前記複数のスペーサーは第１メーン
スペーサーＭＳ１、第２メーンスペーサーＭＳ２、第１補助スペーサーＳＳ１、及び第２
補助スペーサーＳＳ２を包含でき、第１及び第２メーンスペーサーＭＳ１、ＭＳ２と第１
及び第２補助スペーサーＳＳ１、ＳＳ２とは非画素領域Ｎ－ＰＡに位置して遮光層ＢＭと
重畳される。
【０２１２】
　この実施形態においては、第１メーンスペーサーＭＳ１は第１薄膜トランジスターＴＲ
１と重畳されて表示基板１００－１及び対向基板３００－１の間に配置され、第２メーン
スペーサーＭＳ２は第２薄膜トランジスターＴＲ２と重畳されて表示基板１００－１及び
対向基板３００－１の間に配置される。また、第１補助スペーサーＳＳ１は第１データラ
インＤＬ１と重畳されて表示基板１００－１及び対向基板３００－１の間に配置され、第
２補助スペーサーＳＳ２は第２データラインＤＬ２と重畳されて表示基板１００－１及び
対向基板３００－１の間に配置される。
【０２１３】
　一方、第１及び第２メーンスペーサーＭＳ１、ＭＳ２の各々は表示基板１００－１及び
対向基板３００－１と接触するが、第１及び第２補助スペーサーＳＳ１、ＳＳ２の各々は
表示基板１００－１及び対向基板３００－１の中のいずれか１つと接触し、その他の１つ
と離隔される。この実施形態においては、図３８に示した第１補助スペーサーＳＳ１のよ
うに、第１及び第２補助スペーサーＳＳ１、ＳＳ２の各々は表示基板１００－１と接触し
、対向基板３００－１と離隔される。第１及び第２補助スペーサーＳＳ１、ＳＳ２の各々
が対向基板３００－１と離隔される離隔距離ＬＴ１は０．４μｍ乃至０．６μｍであり得
る。
【０２１４】
　したがって、外部から液晶表示装置５１５側に加えられる外部衝撃は第１及び第２メー
ンスペーサーＭＳ１、ＭＳ２によって１次に吸収され、第１及び第２補助スペーサーＳＳ
１、ＳＳ２によって２次に吸収される。即ち、前記複数のスペーサーが有する構造により
前記外部衝撃が２回に分けて前記複数のスペーサーによって吸収されるので、前記外部衝
撃がより効率的に吸収され得る。
【０２１５】
　また、上述したように前記複数のスペーサーは非画素領域Ｎ－ＰＡに位置して遮光層Ｂ
Ｍと重畳されるので、遮光層ＢＭの第１厚さＴ１によって前記複数のスペーサー各々の厚
さが減少される。より詳細には、第１及び第２メーンスペーサーＭＳ１、ＭＳ２の各々の
第２厚さＴ２は第１厚さＴ１分減少され、第１サブスペーサーＳＳ１、ＳＳ２の各々の第
３厚さＴ３は第１厚さＴ１分減少される。上述したように、前記複数のスペーサー各々の
厚さが遮光層ＢＭの厚さによって減少される場合に次のような効果が発生する。
【０２１６】
　この実施形態においては前記複数のスペーサー各々はテーパー形状を有し、この場合に
、前記複数のスペーサー各々の厚さが減少されることによって前記複数のスペーサー各々
の底面の大きさが減少して、前記複数のスペーサー各々の大きさが減少される。したがっ
て、前記複数のスペーサーが非画素領域Ｎ－ＰＡ内に容易に位置することができ、その結
果、前記複数のスペーサーが第１及び第２サブ画素領域ＰＡ１、ＰＡ２を侵して第１及び
第２サブ画素領域ＰＡ１、ＰＡ２の開口率が減少することが防止される。
【０２１７】
　一方、上述したように、遮光層ＢＭが非画素領域Ｎ－ＰＡに位置して非画素領域Ｎ－Ｐ
Ａを通じて透過する光を遮断するが、非画素領域Ｎ－ＰＡを除外した残る非画素領域を通
じて透過する光を遮断することを必要とする。より詳細には、第２方向Ｄ２に延長されて
第１及び第２データラインＤＬ１、ＤＬ２と重畳される非画素領域をサブ非画素領域Ｎ－
ＰＡ１であると定義すれば、サブ非画素領域Ｎ－ＰＡ１を透過する光を遮断する手段を必
要とする。これに対して説明すれば、次の通りである。
【０２１８】
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　この実施形態においてはサブ非画素領域Ｎ－ＰＡ１に第１及び第２シールディング電極
ＳＣＥ１、ＳＣＥ２が配置される。第１シールディング電極ＳＣＥ１は第１データライン
ＤＬ１の幅より大きい幅を有して、第１データラインＤＬ１と重畳され、第２シールディ
ング電極ＳＣＥ２は第２データラインＤＬ２の幅より大きい幅を有して第２データライン
ＤＬ２と重畳される。
【０２１９】
　この実施形態においては第１及び第２シールディング電極ＳＣＥ１、ＳＣＥ２の各々は
共通電極ＣＥと同一電位を形成する。したがって、図３８に示したように、第１シールデ
ィング電極ＳＣＥ１と共通電極ＣＥとの間には電界が形成されず、これによって第１及び
第２配向膜１１０、３１０によってプリティルトされた液晶分子ＲＭが配列される方向は
表示基板１００－１及び対向基板３００－１と垂直を維持する。
【０２２０】
　上述したように、液晶分子ＲＭが表示基板１００－１及び対向基板３００－１に対して
垂直に配列されれば、サブ非画素領域Ｎ－ＰＡ１を通じて透過される光が遮断される。し
たがって、遮光層ＢＭによって定義される非画素領域Ｎ－ＰＡと同様に、第１及び第２シ
ールディング電極ＳＣＥ１、ＳＣＥ２が配置された領域が前記光を遮断する領域として定
義され、その結果、サブ非画素領域Ｎ－ＰＡ１に遮光層ＢＭが配置されないことがあり得
る。
【０２２１】
　したがって、先に図１乃至図３を参照して説明したように、表示基板１００－１及び対
向基板３００－１が曲面形状を有して誤整列が発生して第１及び第２シールディング電極
ＳＣＥ１、ＳＣＥ２の中の少なくともいずれか１つが第１及び第２サブ画素領域ＰＡ１、
ＰＡ２を侵しても、第１及び第２シールディング電極ＳＣＥ１、ＳＣＥ２は光透過度を有
するので、第１及び第２サブ画素領域ＰＡ１、ＰＡ２の開口率が低下することが防止され
る。
【０２２２】
　図３９は本発明の第２１の実施形態による液晶表示装置において薄膜トランジスター、
色画素及びスペーサーの位置関係を示した平面図であり、図４０は図３９に示したＶＩＩ
－ＶＩＩ’により切断された断面を示す図面である。
【０２２３】
　図３９には液晶表示装置５１６の３×３画素が図示され、各画素において第１及び第２
薄膜トランジスターＴＲ１、ＴＲ２が位置するトランジスター領域ＴＡのみを示した。し
たがって、図３９には３×３つのトランジスター領域ＴＡ１１、ＴＡ１２、ＴＡ１３、Ｔ
Ａ２１、ＴＡ２２、ＴＡ２３、ＴＡ３１、ＴＡ３２、ＴＡ３３が図示される。
【０２２４】
　図３９を参照すれば、前記３×３画素において行方向にブルー、グリーン、及びレッド
色画素Ｂ、Ｇ、Ｒが順次に配置され、同一列においては同一カラーを有する色画素が配置
される。即ち、トランジスター領域ＴＡ１１、ＴＡ１２、ＴＡ１３にはブルー色画素Ｂが
配置され、トランジスター領域ＴＡ２１、ＴＡ２２、ＴＡ２３にはグリーン色画素Ｇが配
置され、トランジスター領域ＴＡ３１、ＴＡ３２、ＴＡ３３にはレッド色画素Ｒが配置さ
れる。
【０２２５】
　また、各トランジスター領域ＴＡ１１乃至ＴＡ３３には第１及び第２薄膜トランジスタ
ーＴＲ１、ＴＲ２が具備される。他の実施形態においては、各トランジスター領域ＴＡ１
１乃至ＴＡ３３には１つの薄膜トランジスターが具備され、３つ以上の薄膜トランジスタ
ーが具備されることもできる。
【０２２６】
　図４０に示したように液晶表示装置５１６は表示基板１００上に具備されるカラムスペ
ーサーＣＳを含む。本発明の一実施形態に、カラムスペーサーＣＳはメーンスペーサーＭ
Ｓ及びサブスペーサーＳＳを含む。メーンスペーサーＭＳはブルー色画素Ｂが具備された
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トランジスター領域ＴＡ１１に具備され、サブスペーサーＳＳはグリーン及びレッド色画
素Ｇ、Ｒが具備されたトランジスター領域ＴＡ２１、ＴＡ２２、ＴＡ２３、ＴＡ３１、Ｔ
Ａ３２、ＴＡ３３に具備される。
【０２２７】
　メーンスペーサーＭＳは第１高さｈ１及び第１幅Ｗ１’を有し、前記サブスペーサーＳ
Ｓは第１高さｈ１より小さい第２高さｈ２を有する。したがって、メーンスペーサーＭＳ
の上面は対向基板３００と接触するが、サブスペーサーＳＳの上面は対向基板３００と所
定間隔離隔される。本発明の一例として、メーンスペーサーＭＳとサブスペーサーＳＳと
の高さの差は０．２μｍであり得る。また、サブスペーサーＳＳは第１幅Ｗ１’より小さ
いか、或いは同一である第２幅Ｗ２’を有する。
【０２２８】
　本発明の一例として、ブルー色画素Ｂは第１厚さｔ１‘に形成される反面、グリーン及
びレッド色画素Ｇ、Ｒは第１厚さｔ１’より小さい第２厚さｔ２‘に形成される。本発明
の一例として、ブルー色画素Ｂとグリーン及びレッド色画素Ｇ、Ｒの厚さ差は０．２μｍ
であり得る。
【０２２９】
　メーンスペーサーＭＳの上面とサブスペーサーＳＳの上面との間の望む段差が仮に０．
４μｍであれば、メーンスペーサーＭＳとサブスペーサーＳＳとの高さの差及びブルー色
画素Ｂと前記グリーン及びレッド色画素Ｇ、Ｒとの厚さの差を利用してメーンスペーサー
ＭＳの上面とサブスペーサーＳＳの上面との間の段差を確保できる。このように、メーン
スペーサーＭＳをブルー色画素Ｂ上に形成することによってカラムスペーサーＣＳを表示
基板１００上に形成する工程時間及び難易度面において有利である。
【０２３０】
　仮に、本発明の他の実施形態においてブルー色画素Ｂの厚さがグリーン及びレッド色画
素Ｇ、Ｒの厚さと同一の場合、メーンスペーサーＭＳの位置は、ブルー色画素Ｂの領域に
制限されず、グリーン及びレッド色画素Ｇ、Ｂの領域にも形成され得る。
【０２３１】
　図４０においては説明を簡単にするために第１ベース基板Ｓ１とカラーフィルターＣＦ
との間に具備される膜を省略し、対向基板３００の第２ベース基板Ｓ２上に具備される膜
を省略し、図示した。
【０２３２】
　図４０に示したように、前記各トランジスター領域ＴＡ１１乃至ＴＡ３３内において実
際に前記第１及び第２薄膜トランジスターＴＲ１、ＴＲ２が具備される領域の色素は、そ
うではない領域より相対的に高い。メーン及びサブスペーサーＭＳ、ＳＳは各トランジス
ター領域ＴＡ１１乃至ＴＡ３３の中の実際に第１及び第２薄膜トランジスターＴＲ１、Ｔ
Ｒ２が具備される領域、例えば第１又は第２ゲート電極ＧＥ１、ＧＥ２が形成された領域
に形成されてこれらと対向する。
【０２３３】
　本発明の一例として、メーンスペーサーＭＳはブルー色画素Ｂが具備され、列方向に連
続する３つのトランジスター領域ＴＡ１１、ＴＡ１２、ＴＡ１３の中の１つのトランジス
ター領域ＴＡ１１の第１薄膜トランジスターＴＲ１上に位置することができる。即ち、３
×３画素に具備されるメーンスペーサーＭＳの個数は１つであり得る。
【０２３４】
　また、サブスペーサーＳＳはグリーン及びレッド色画素Ｇ、Ｒが具備される６つのトラ
ンジスター領域ＴＡ２１、ＴＡ２２、ＴＡ２３、ＴＡ３１、ＴＡ３２、ＴＡ３３の各々の
第１及び第２薄膜トランジスターＴＲ１、ＴＲ２上に位置することができる。即ち、３×
３画素に具備されるサブスペーサーＳＳの個数は１２であり得る。
【０２３５】
　本発明の一例として、図４０においては前記サブスペーサーＳＳが全て同一高さを有す
る構造を図示したが、前記複数のサブスペーサーＳＳの間には高さの差が存在できる。
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【０２３６】
　図４１はカラムスペーサーの面積比にしたがうスミア（ｓｍｅａｒ）の関係を示したグ
ラフである。図４１においてＸ軸はカラムスペーサーＣＳの面積比（％）を示し、Ｙ軸は
スミア大きさ（ｋｇｆ）を示す。ここで、カラムスペーサーＣＳの面積比（％）は図３９
に示した液晶表示装置（図３９の５１６）の表示領域に対するカラースペーサーＣＳと表
示基板１００との接触面積の比率を示す。
【０２３７】
　図４１を参照すれば、カラムスペーサーＣＳの面積比（％）が増加するほど、液晶表示
装置（図３９の５１６）が耐えられる前記スミア大きさ（ｋｇｆ）も増加する。６ｋｇｆ
以上のスミアマージンを確保するためには０．９１４％以上のカラムスペーサー面積比を
有することが望ましい。このようにした時に、前記６ｋｇｆまではセルギャップの変化（
即ち、減少）が発生しないので、前記液晶表示装置が正常的に駆動する。
【０２３８】
　したがって、本発明の一実施形態において、カラムスペーサーＣＳは前記面積比（％）
が０．９１４％以上を有するように形成される。
【０２３９】
　本発明の他の実施形態において、仮に７ｋｇｆ以上のスミアマージンを確保しようとす
る場合、前記液晶表示装置は１％乃至１．２％のカラムスペーサーＣＳ面積比（％）を有
することになる。
【０２４０】
　図４２は本発明の第２２の実施形態による液晶表示装置において薄膜トランジスター、
色画素及びスペーサーの位置関係を示した平面図であり、図４３は図４２に示した切断線
ＶＩＩＩ－ＶＩＩＩ’により切断した断面図である。
【０２４１】
　図４２及び図４３を参照すれば、トランジスター領域ＴＡ１１、ＴＡ１２、ＴＡ１３に
はブルー色画素Ｂが配置され、前記トランジスター領域ＴＡ２１、ＴＡ２２、ＴＡ２３に
はグリーン色画素Ｇが配置され、前記トランジスター領域ＴＡ３１、ＴＡ３２、ＴＡ３３
にはレッド色画素Ｒが配置される。各トランジスター領域ＴＡ１１乃至ＴＡ３３には第１
及び第２薄膜トランジスターＴＲ１、ＴＲ２が具備される。
【０２４２】
　液晶表示装置５１７は表示基板１００上に具備されるカラムスペーサーＣＳを含む。本
発明の一実施形態において、カラムスペーサーＣＳは第１乃至第３メーンスペーサーＭＳ
１、ＭＳ２、ＭＳ３及び複数のサブスペーサーＳＳを含む。前記第１乃至第３メーンスペ
ーサーＭＳ１乃至ＭＳ３は前記ブルー色画素Ｂが具備されたトランジスター領域ＴＡ１１
、ＴＡ１２、ＴＡ１３に具備され、前記サブスペーサーＳＳは前記グリーン及びレッド色
画素Ｇ、Ｒが具備されたトランジスター領域ＴＡ２１、ＴＡ２２、ＴＡ２３、ＴＡ３１、
ＴＡ３２、ＴＡ３３に具備される。
【０２４３】
　第１乃至第３メーンスペーサーＭＳ１乃至ＭＳ３は第１高さｈ１及び第１幅Ｗ１’を有
し、前記サブスペーサーＳＳの各々は第１高さｈ１より小さい第２高さｈ２を有する。サ
ブスペーサーＳＳは第１幅Ｗ１’より小さいか、或いは同一である第２幅Ｗ２’を有する
。
【０２４４】
　図４３に示したように、各トランジスター領域ＴＡ１１乃至ＴＡ３３内において実際前
記第１及び第２薄膜トランジスターＴＲ１、ＴＲ２が具備される領域の色素は、そうでは
ない領域より相対的に高い。
【０２４５】
　第１メーンスペーサーＭＳ１はトランジスター領域ＴＡ１１の中の実際第１薄膜トラン
ジスターＴＲ１が具備された領域に提供され、第２メーンスペーサーＭＳ２はトランジス
ター領域ＴＡ１２の中の実際第２薄膜トランジスターＴＲ２が具備された領域に提供され
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、第３メーンスペーサーＭＳ３はトランジスター領域ＴＡ１３の中の実際第１薄膜トラン
ジスターＴＲ１が具備された領域に提供される。即ち、平面から見た時、第１乃至第３メ
ーンスペーサーＭＳ１、ＭＳ２、ＭＳ３はジグザグ形態に配置される。本発明の一例とし
て、３×３画素に具備されるメーンスペーサーＭＳ１、ＭＳ２、ＭＳ３の個数は３つであ
る。このように、液晶表示装置５１７に具備されるメーンスペーサーＭＳ１、ＭＳ２、Ｍ
Ｓ３の個数が増加される場合、高いスミアマージンを確保できる。
【０２４６】
　サブスペーサーＳＳは前記トランジスター領域ＴＡ２１乃至ＴＡ３３の中の実際第１及
び第２薄膜トランジスターＴＲ１、ＴＲ２が具備される領域に提供される。即ち、前記３
×３画素に具備されるサブスペーサーＳＳの個数は１２である。
【０２４７】
　図４４は本発明の第２３の実施形態による液晶表示装置において薄膜トランジスター、
色画素、及びスペーサーの位置関係を示した平面図である。
【０２４８】
　図４４を参照すれば、液晶表示装置５１８は表示基板上に具備されるカラムスペーサー
ＣＳを含む。本発明の一実施形態においては、カラムスペーサーＣＳは第１乃至第３メー
ンスペーサーＭＳ１、ＭＳ２、ＭＳ３及び複数のサブスペーサーＳＳを含む。第１乃至第
３メーンスペーサーＭＳ１乃至ＭＳ３はブルー色画素Ｂが具備されたトランジスター領域
ＴＡ１１、ＴＡ１２、ＴＡ１３に具備され、サブスペーサーＳＳはグリーン及びレッド色
画素Ｇ、Ｒが具備されたトランジスター領域ＴＡ２１、ＴＡ２２、ＴＡ２３、ＴＡ３１、
ＴＡ３２、ＴＡ３３に具備される。
【０２４９】
　第１メーンスペーサーＭＳ１は前記トランジスター領域ＴＡ１１の中の実際第１薄膜ト
ランジスターＴＲ１が具備された領域に提供され、第２メーンスペーサーＭＳ２は前記ト
ランジスター領域ＴＡ１２の中の実際第１薄膜トランジスターＴＲ１が具備された領域に
提供され、第３メーンスペーサーＭＳ３はトランジスター領域ＴＡ１３の中の実際第１薄
膜トランジスターＴＲ１が具備された領域に提供される。
　即ち、平面から見た時、第１乃至第３メーンスペーサーＭＳ１、ＭＳ２、ＭＳ３は一列
に配置され得る。本発明の一例として、３×３画素に具備されるメーンスペーサーＭＳ１
、ＭＳ２、ＭＳ３の個数は３つである。
【０２５０】
　サブスペーサーＳＳはトランジスター領域ＴＡ２１乃至ＴＡ３３の中の実際第１及び第
２薄膜トランジスターＴＲ１、ＴＲ２が具備される領域に提供される。即ち、前記３×３
画素に具備されるサブスペーサーＳＳの個数は１２である。
【０２５１】
　以上、実施形態を参照して説明したが、該当技術分野の熟練された当業者は下記の特許
請求の範囲に記載された本発明の思想及び領域から逸脱しない範囲内において本発明を多
様に修正及び変更させ得ることを理解できる。
【符号の説明】
【０２５２】
１００、１００－１　表示基板
１１０　第１配向膜
３１０　第２配向膜
３００、３００－１　対向基板
５００、５０１、５０２、５０３、５０４、５０５、５０６、５０７、５０８、５１０、
５１１、５１２、５１３、５１４、５１５、５１６、５１７、５１８　液晶表示装置
ＡＲ１　下部配向領域
ＡＲ２　上部配向領域
Ｂ１、Ｂ２、Ｂ３、Ｂ４、Ｂ５、Ｂ６、Ｂ７、Ｂ８、Ｂ１１、Ｂ１２、Ｂ１３、Ｂ１４、
Ｂ１５、Ｂ１６、Ｂ１７、Ｂ１８、Ｂ１’、Ｂ２’、Ｂ４’、Ｂ６’、Ｂ８’、Ｂ１－１
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、Ｂ２－１、Ｂ３－１、Ｂ４－１、Ｂ５－１、Ｂ６－１、Ｂ７－１、Ｂ８－１　枝部
Ｂ１－２、Ｂ１－２０、Ｂ２－２、Ｂ２－２０、Ｂ３－２、Ｂ４－２、Ｂ５－２、Ｂ６－
２、Ｂ７－２、Ｂ８－２、Ｂ１－２’、Ｂ２－２’、Ｂ５－２’、Ｂ６－２’、Ｂ７－２
’、Ｂ８－２’　サブ枝部
ＢＭ　遮光層
ＢＭ１１、ＢＭ１２、ＢＭ１３、ＢＭ１４　遮光部材
ＢＭ１４　第４遮光部材
ＣＥ　共通電極
ＣＦ　カラーフィルター
ＣＳ　カラムスペーサー
ＤＡ　表示領域
ＤＬ１、ＤＬ２　データライン
ＤＭ１、ＤＭ２、ＤＭ３、ＤＭ４、ＤＭ５、ＤＭ６、ＤＭ７、ＤＭ８　ドメイン
ＧＬ　ゲートライン
ＨＬ１、ＨＬ２、ＨＬ３、ＨＬ４　枝連結部
ＨＳ１、ＨＳ２、ＨＳ３、ＨＳ４、ＨＳ１’、ＨＳ２’、ＨＳ３’、ＨＳ４’　横幹部
Ｌ１、Ｌ２　絶縁膜
ＬＣ　液晶層
Ｌｆ　第１長さ
ＬＰ１、ＬＰ２、ＬＰ１１、ＬＰ１２、ＬＰ１３、ＬＰ１４、ＬＰ２０、ＬＰ２１、ＬＰ
２２、ＬＰ２３、ＬＰ２４、ＬＰ２５　ドメイン連結部
ＭＳ、ＭＳ１、ＭＳ２、ＭＳ３　メーンスペーサー
Ｎ－ＰＡ　非画素領域
ＰＡ　画素領域
ＰＡ１、ＰＡ２　サブ画素領域
ＰＥ、ＰＥ－１、ＰＥ－２、ＰＥ－３、ＰＥ－４　画素電極
ＰＥ１、ＰＥ２、ＰＥ１０、ＰＥ１１、ＰＥ１２、ＰＥ１３、ＰＥ１６、ＰＥ１７、ＰＥ
２０、ＰＥ２１、ＰＥ２２、ＰＥ２３、ＰＥ２６、ＰＥ２７、ＰＥ１＿１、ＰＥ１＿２、
ＰＥ１＿３、ＰＥ１＿４、ＰＥ１＿５、ＰＥ１＿６、ＰＥ１＿７、ＰＥ１＿８、ＰＥ２＿
１、ＰＥ２＿２、ＰＥ２＿３、ＰＥ２＿４、ＰＥ２＿５、ＰＥ２＿７、ＰＥ２＿８　サブ
画素電極
ＲＭ　液晶分子
Ｓ１、Ｓ２　ベース基板
ＳＣＥ１、ＳＣＥ２　シールディング電極
ＳＰ１、ＳＰ２、ＳＰ３、ＳＰ４　幹連結部
ＳＳ、ＳＳ１、ＳＳ２　サブスペーサー
ＴＡ、ＴＡ１１、ＴＡ１２、ＴＡ１３、ＴＡ２１、ＴＡ２２、ＴＡ２３、ＴＡ３１、ＴＡ
３２、ＴＡ３３　トランジスター領域
ＴＲ１、ＴＲ２　薄膜トランジスター
ＵＤＭ　単位ドメイングループ
ＶＳ１、ＶＳ２、ＶＳ３、ＶＳ４、ＶＳ１’、ＶＳ２’、ＶＳ３’、ＶＳ４’　縦幹部
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